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Deloitte AI Instituteについて
近年、AIエコシステムは、非常にダイナミックかつ急速に進化しています。Deloitte AI 
Institute（DAII）は、企業・組織がそのような強靭なAIエコシステムと結びつき、持続可能
な成長を実現していくことを支援します。�The Age of WithTM 人とAIが協調する社会� にお
いては人間とAIのコラボレーションを促進していくことが重要です。当研究組織は、最先端のイ
ンサイトを活用し、業界を超えたAIを原動力とするイノベーション議論をリードし、開発を後押
しします。

AI導入における課題の識別とその実践的な対処を支えるために、DAIIは、学術組織、スタート
アップ企業、起業家、イノベーター、成熟したAI製品を手掛けるマーケットリーダー、およびAI
に対し先見性のあるプレイヤーとネットワークを形成しており、リスク、政策、倫理、働き方と人
材の未来、応用AIのユースケースなど、AIの主要分野を探求しています。デロイトのAIアプリ
ケーションに関する深いインサイトと経験を組み合わせ、AIを取り巻く複雑なエコシステムを理
解する手助けをし、その結果として、インパクトに富んだ視点を提示し、適切な情報に基づくAI
の意思決定によって組織が成功を収める手助けをします。

当研究組織は、あなたがAI活用の道のりにおいてどの段階にいるかに関わらず、組織の戦略
を推進する役員やC suiteリーダーであるか、あるいはAI戦略を実現する実践的なデータサイ
エンティストであるかに関わらず、世界各国の企業が競争優位性を得るためにAIをどのように
適用しているかについてのインサイトを提供し、自社がどう動くべきかの理解を深めることを助
けます。提供する支援の全容については当研究組織のサイトをご覧いただければと思います。
ポッドキャストやニュースレターをご購読いただき、ミートアップやライブイベントにご参加くださ
い。一緒にAIの未来を探索しましょう。

Deloitte AI Institute
https://www2.deloitte.com/jp/ja/pages/about-deloitte/topics/ai-institute.html

原著：�The Generative AI Dossier�
注意事項：本誌はDeloitte AI Instituteが2023年9月に発表した内容を基に、デロイト トーマツ グループが翻訳・
加筆し、2023年12月に発行したものです。和訳版と原文（英語）に差異が発生した場合には、原文を優先します。

https://www2.deloitte.com/jp/ja/pages/deloitte-analytics/articles/age-of-with.html
https://www2.deloitte.com/jp/ja/pages/about-deloitte/topics/ai-institute.html


生成AIの登場は世界を喜ばせ、驚かせ、かつてはまだ遠い未来のことと思われていたAIの
能力への扉を開きました。斬新なアウトプットを生成する驚くべき能力を持つ生成AIは、この
種のAIを組織の利益のためにどのように貢献できるかという点で、興奮と刺激的なアイデア
を促しています。洗練されたチャットボット以上に、生成AIはイノベーションを解き放ち、新し
い働き方を可能にし、他のAIシステムやテクノロジーを増幅させ、あらゆる業界の企業を変
革する可能性を秘めています。

この「業界別生成AI活用のすゝ め～The Generative AI Dossier～」では、6つの主要業界
における生成AIの最も魅力的な60のユースケースを紹介しています。

 • 消費財（消費財、小売、自動車、宿泊、レストラン、旅行、運輸を含む）

 • エネルギー・資源・生産財（ER&I）

 • 金融サービス（FSI）

 • 政府・公共サービス（GPS）

 • ライフサイエンス・ヘルスケア（LSHC）

 • テクノロジー・メディア・通信（TMT）

これらの業界ごとに、企業の課題に新たな方法で対処し、ビジネス機能全体にわたってより多
くの、より大きな機能を可能にし、効率、スピード、スケール、キャパシティにおいて優位性を
提供できる生成AIのユースケースを探索します。

どのような種類のAIにも潜在的なリスクがあります。デロイトのTrustworthy AI™フレーム
ワークを用いて、生成AIの導入における信頼と倫理に寄与する要因と、ガバナンスとリスク軽
減を促進するステップのいくつかを解明します。このフレームワークは、公正かつ公平、堅牢か
つ信頼性、透明かつ説明可能、安全かつセキュア、アカウンタビリティと責任、そしてプライバ
シーの尊重といった要素で構成されています。

このユースケース集は、他の無数のアプリケーションの中のほんの一例に過ぎず、その中には
まだ考え出されていないものもあります。生成AIがテクノロジーとして成熟し、組織がビジネ
ス上の利益のためにAIの利用を進めるにつれて、さらに印象的で説得力のあるユースケース
を目にすることになるでしょう。ここで取り上げたアプリケーションは、アイデアを喚起し、価
値を高める展開を明らかにし、組織をこの強力で新しいテクノロジーを最も価値ある形で活
用するのに導くのに役立つでしょう。

はじめに
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AI Leader
Deloitte Consulting LLP
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US Generative AI Market 
Activation Leader
Deloitte Consulting LLP
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Global Office of 
Generative AI Leader
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Deborshi Dutt
US AI Strategic Growth 
Offering Leader
Deloitte Consulting LLP

3



6つの主要モダリティ（アウトプット様式）
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テキスト
利用しやすい語調と品質で
表現され、細部や複雑さは
利用者のニーズに沿っている。

例えば、文書の要約、顧客
向け資料の作成、複雑なト
ピックを自然言語で説明す
ることなどが挙げられる。

3D／特定分野特化
テキストや二次元の入力（画
像など）から推測し、3Dオ
ブジェクトを表すデータを生
成します。

例えば、オムニバース環境で
のバーチャルレンダリングや、
純粋なバーチャル空間での
AI支援によるプロトタイピン
グやデザインなどが挙げら
れる。

ビデオ
画像と同様に、ユーザーの
プロンプトをもとに、作成し
た完全に架空のシーン、人
物、オブジェクトを含むビデ
オをアウトプットする。

例えば、新製品を紹介するた
めのマーケティングビデオを
生成したり、安全訓練のため
に危険なシナリオをシミュ
レートしたりすることができる。

画像
テキストまたは視覚的なプロ
ンプトをもとに、リアリズム、
可変性、および �創造性�を
持つ画像を作成する。

例えば、顧客の家で製品が
どのように見えるかをシミュ
レートしたり、保険金請求や
賠償責任を評価するために
事故現場を再現したりするこ
とが含まれる。

音声
テキストと同じように、音声
も自然な、会話的な、さらに
は口語的なスタイルでアウト
プットされる。言語、トーン、
複雑さの度合いを急に変更
できる能力を持つ。

例えば、生成AIを活用した
コールセンターや、現場の技
術者のトラブルシューティン
グ・サポートなどが挙げら
れる。

コード
さまざまなプログラミング言
語で書かれたコードを、開
発者のために要約し、文書
化し、注釈を付ける能力を
持つ。

例えば、自然言語の記述か
らコードを生成することや、
異なるプラットフォーム間で
コードを保守・管理すること
などが挙げられる。

従来のAIと生成AIの主な違いのひとつは、後者が人間が生成したかのような斬新なアウトプットを生み出すことができる点です。世間やビジネスの関心を集めた首尾一貫した文章やリアル
な画像は、生成AIモデルがアウトプットした例です。これらはかつては人間の思考、創造性、努力によってのみ可能です。今日、生成AIモデルは6つの主要なモダリティ（アウトプット様式）が
あります。

これらのモダリティを理解することで、各組織は生成AIが可能にする恩恵のタイプを熟慮し、よりよく理解することができるようになります。この資料で説明されている各ユースケースには、価
値を促進するモダリティが複数あることがあります。例えば、チャットボットのテキストは、シミュレートされた音声としてアウトプットされる可能性があります。最終的には、生成AIのユースケー
スと各組織が求める価値によって、どのアウトプット様式が最大の優位性と成果に貢献できるかが決まります。
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コスト削減

業務を自動化し、業務の代替を 
行うことで、通常30％以上の 

コスト削減を実現する。

イノベーションの 
促進

新製品や新サービスの 
開発ペースを上げ、 
市場投入を加速する。

プロセス効率化

標準的なタスクを自動化し、 
手作業による介入を減らすことで、

プロセスの効率化を図る。
新しい発見と 
インサイト

新しいアイデア、インサイト、 
疑問を発見し、創造性を 
発揮する。

成長

ターゲット顧客向けの 
パーソナライズド・マーケティング 

による収益増。

価値創出

政府市民サービス

政府および地方自治体の 
各種プログラムの精度を高め、 
リスクのある人々が利用 
しやすい環境を整える。

生成AIによる価値創出の大分類

生成AIのユースケースが可能にする価値は、コスト削減、プロセス効率化、成長、イノベーションの促進、新しい発見とインサイト、政府市民サービスという6つの観点で考えることができます。
1つのユースケースが複数の価値創出することもありますが、「競争上の差別化要因を生み出し、オペレーショナル・エクセレンスを実現するためには、どのように生成AIを使用すれば良い
のか」というビジョンを描けるように、この資料で説明するユースケースはそれぞれ主要な価値創出に関連付けています。
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消費財
7

エネルギー・資源・
生産財
29

金融サービス
52

政府・公共サービス
75

ライフサイエンス・ 
ヘルスケア
97

テクノロジー・ 
メディア・通信
120

目次



03

05

03

04

06

02

01

消費財業界の 
生成AI活用のすゝ め

7



03

05

04

06

02

01

生成AIはすでに消費者の注目を集め
ており、テキストから画像を生成したり、
ユーザーの質問に適切に応答するAI

モデルが公開され、消費者の驚きと興味を引いて
います。生成AIの市場が成長するにつれ、消費者
は生成AIを活用した検索、教育ツール等、さまざ
まな無料・有料サービスにますます触れるように
なっています。消費財業界の企業にとって、生成AI
は、消費者が必要な製品への理解、発見を支援す
ることから、より良い、よりリアルタイムのサポート、
ブランド・ロイヤルティの促進まで、インタラクショ
ンの改善、強化に対する大きな可能性を秘めてい
ます。

生成AIが消費財業界に提供するエキサイティング
な機能の一つに、魅力的なコンテンツをオンデマン
ドかつ大規模に自動作成する機能があります。生
成AIによって作成されたテキスト、画像、マーケティ
ング・キャンペーン、製品オファーなどにより、企
業は多くの市場やチャネルにおいて、顧客エンゲー
ジメントをさらにパーソナライズすることが可能と
なります。また、事業運営を改善し、企業目標を達
成するための新たな機会も生まれています。消費
財業界では意思決定のテンポが速いため、構造化
情報（例えば売上など）や非構造化情報（例えば
顧客からのフィードバックやデザイントレンドなど）
を含む迅速な企業データ分析が求められています。
データの規模だけでなく、データがサイロ化されて
いたり、地理的に分散していたりする現実を考える
と、ビジネスユーザーがより迅速かつ容易にデータ

セットを照会し、必要なときに適切な答えを見つけ、
以前は実現不可だったレベルの粒度とスピードで
マーケットを理解することが生成AIによって可能と
なります。これらすべては、より大きなコスト回避、
労働効率、積極的な顧客対応、そして測定可能な
ROIを促進する意思決定の改善につながります。

現在、生成AIは消費財向けビジネスの運営テクノ
ロジー・ソリューションに組み込まれ始めています。
生成AIがより身近になるにつれて、企業はトップラ
インとボトムラインの利益を促進できる潜在的な
ユースケースの探索と導入を続けるでしょう。将来
的には、生成AIが人間の監視やガバナンス、その
他の補完的なテクノロジー（例えば従来の機械学
習など）と組み合わされることで、消費財向けビジ
ネスの中核を担うようになるでしょう。

現在、生成AIは消費財業界向けビジネスの運営テクノロジー・ソリューションに 
組み込まれ始めています。
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生成AIがどのように役立つのか

次世代コンテンツ生成
生成AIを使用すると、企業は製品の説明、画像、ビデオ
など、既存のツールやプロセスよりもはるかに高速かつ
一貫性を保ったまま作成できます。

大規模パーソナライゼーション
生成AIモデルは、マルチモーダルデータ（テキスト、画像、
地図・空間データなど）から引き出して、各個人のコン
テキストに基づいたパーソナライズされたコンテンツを作
成できます。このモデルを使用して、コンテンツをカタロ
グ化し、言語、地域、顧客行動の傾向に基づいてコンテ
ンツとユーザーフローを適応させることができます。

コンプライアンス支援
生成AIがアウトプット様式、言語、コンテキストを超えて
一貫性を持たせることが可能となるため、企業はさまざ
まな地域、文化、トピックにわたる材料のコンプライアン
ス遵守を向上できます。

マーケティング コンテンツ アシスタント
（コンテンツ生成）

効率的で一貫性があり、パーソナライズされたコ
ンテンツ生成を実現するために、生成AIはさまざ
まなモダリティ（アウトプット様式）に対して使用で
きます。

課題／機会
企業は、マーケティングコンテンツの管理と最適化
において大きな課題を抱えています。ブランドポー
トフォリオ用のWebサイトが何百もあり、それぞれ
が数十の言語で書かれているため、企業は顧客グ
ループ固有の製品説明、画像、ビデオ、さらには音
声を作成するのに必要な時間とリソース確保に苦
労しています。また、企業は説明文、画像、広告、
その他のメディア全体で一貫性を保つことも難しい
と感じており、資料が必要な目的に合わせて常に
最適化されているとは限りません（例えば検索用
の製品説明、電子メールの製品説明）。企業は、さ
まざまなエコシステムやタッチポイントにおいて、
シームレスでパーソナライズされたブランド体験を
提供する方法を模索しています。

9

03

05

04

06

02

01

テキ
スト

ビデオ

3D
／
特
定
分
野
特
化

音声
コード

画
像

画
像

テキ
スト

ビデオ

音声

成長

消費財業界の生成AI活用のすゝ め



10

03

05

04

06

02

01
マーケティング コンテンツ アシスタント

リスク管理と信頼の促進

信頼性
優れたマーケティング資料の作成を任されてい
る一方で、生成AIシステムは誤った情報を作り
出す可能性があり、その内容によっては顧客の
関与や結果が悪化することがあります。

公正性と公平性
地域または文化の違いに起因し、データの偏り
（例えば、不完全なデータセット）によって、作
成コンテンツ品質が不均等になる可能性があ
ります。

期待できるメリット

顧客対応
言語、地域、および顧客の好みに基づいてコンテンツとユー
ザー体験をカスタマイズし、企業は顧客満足度とロイヤルティ
を高めることができます。

収益成長
各個人に合わせたコンテンツにより、各個人にフィットした
マーケティング体験につながり、より高いエンゲージメント、
トラフィック、およびコンバージョンを促進します。

コスト効率性
生成AIを使用してコンテンツを作成することにより、企業は
同等の人的労働に関連するコストが不要となり、規模拡大し
つつもコンテンツを作成および維持することができます。

消費財業界の生成AI活用のすゝ め
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生成AIがどのように役立つのか

従業員のサポート
生成AIは、過去のキャンペーンや取引を調査し、関連す
る情報を整理し、提案を生成することで、交渉資料の準
備に活用できます。これは、従業員の事前作業（例えば
前年度のまとめ資料）やプレゼンテーション資料などの
資料準備、交渉をサポートします。

結果の予測
生成AIは、結果を予測し、シナリオ構築およびストーリー
テリングを行うことで、商品陳列のスペース割り当てや投
資配分を最適化するのに役立ちます。また、小売業者と
の交渉プロセスの文化的カスタマイズを含むシナリオを
構築するためにも活用できます。

最適化のサポート
生成AIを使用することで、ユーザーは迅速にEPOSデー
タや取引情報を分析し、プロモーションプログラムの設計
を最適化するためのインサイトを提供できます。適切な価
格設定、プロモーションメカニズムの設定、販売アップリ
フトの予測を行い、需要予測に基づいて生産プロセスを
調整することができます。

プロモーション計画
（再構築されたトレードプロモーション）

生成AIは、プロモーション計画、交渉資料、プレ
ワーク、およびプレゼンテーション資料の準備に使
用することができます。

課題／機会
トレードプロモーションの計画と交渉に関して、
Consumer Packaged Goods（CPG）の組織は
多くのデータソースから情報を収集しますが、関連
情報をすべてフィルタリングする時間が常にあるわ
けではありません。必要なのは、データソースをよ
り迅速に参照し、結果を予測し、戦略をカスタマイ
ズし、販売ストーリーを調整することにより、販売
価格の交渉力を強化する方法です。同時に、小売
業者からの複雑な取引データを理解することも課
題となっており、成功したプロモーション計画の設
計に有益なインサイトを提供します（つまり、何を、
どこで、どのようにプロモーションするかについて
示唆します）。

消費財業界の生成AI活用のすゝ め



プロモーションの計画

リスク管理と信頼の促進

セキュリティ
価格、利益率、交渉戦略などをモデルが利用す
るため、機密性の高い商業データの漏洩を防ぐ
ためにも、モデルはセキュリティを確保する必
要があります。

公正性と公平性
モデルの学習と維持に使用されるデータは古く
なっている可能性があり、新しいターゲットのグ
ループや小規模ながら成長している顧客セグメ

ントが過小評価される可能性があります。この潜在的なバイ
アスの結果、モデルはすべてのグループやセグメントに対して
同等の精度を提供することに課題を抱える可能性があります。

12

期待できるメリット

効率を高める
生成AIを活用して資料の準備や整理することで、組織はト
レードプロモーションのプロセスを効率的に進めることがで
きます。

効率化されたトレードプロモーション
生成AIを活用することで、価格、プロモーション、交渉戦略
にわたるリソースの配分を改善することができます。

データに基づく意思決定
生成AIを活用して販売交渉のための資料を作成することで、
人間の作業者はより多くの情報にアクセスでき、データに基
づく意思決定が可能となります。
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消費財業界の生成AI活用のすゝ め
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創造力の支援
生成AIは、CADやその他のソフトウェアと統合して新し
いプロトタイプや製品の設計プロセスを支援できます。こ
れにより、クリエイティブシンキング、ブレーンストーミング、
そして従来の枠を超えたアイデアの創出を促進すること
ができます。

イノベーションのトレンド
生成AIは、消費者トレンドの分析結果を参考に、創造的
なコンセプトや製品アイデアの提案を支援する協力的な
アシスタントとなることができます。

製品設計アシスタント
（迅速なプロトタイピング）

生成AIを活用し、新しいコンセプトや高精度な
バーチャルプロトタイプを作成することで、製品の
プロトタイピングライフサイクルを加速することが
できます。

課題／機会
従来、製品開発は時間がかかるプロセスであり、
数百の選択肢の中から商品化されるアイディアは
ほんの一部です。人間が生み出せる多様で革新的
なアイデアの限界を超え、異なる業界からのインス
ピレーションを促進し、コンセプトの確認プロセス
を効率化することが求められます。

消費財業界の生成AI活用のすゝ め
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製品設計アシスタント

リスク管理と信頼の促進

信頼性
バーチャルプロトタイピングは反復プロセスを
加速すると同時に、生成AIアシスタントはバー
チャル空間で適切なプロトタイプ設計を提案す

ることがありますが、それが実際の製造や規制の観点からは
実現不可能な場合もあります。

責任
生成AIを使用して作成されたアウトプットの知
的財産権に関する法的問題が残っています。創
造的業務に生成AIが関与する場合、所有権、

帰属、およびデザインの保護については複雑な問題を生じる
可能性があります。

期待できるメリット

コスト削減
市場調査やコンセプト確認の必要性を減らすことで、企業は
プロトタイピングプロセス全体におけるリソース、時間、およ
び費用を節約することができます。

イノベーションの増加
より多様で型破りのアイデアをより迅速に生成することで、新
製品開発の創造的な可能性が広がります。

市場投入までのスピード
生成AIを活用することで、発想やコンセプトの確認プロセス
を加速できます。これにより、製品開発や商品の発売をより
迅速に行うことができます。

消費財業界の生成AI活用のすゝ め



15

テキ
スト

ビデオ

3D
／
特
定
分
野
特
化

音声
コード

画
像

画
像

ビデオ

3D
／
特
定
分
野
特
化

イノベーションの
加速化

03

05

04

06

02

01
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カスタマイズとリアリズム
生成AIは、多様性と個性を促進するカスタマイズ可能な
特徴を持つ人工モデルの作成に活用できます。これらの
人工モデルは、高度なリアリティを発揮し、消費者がより
没入感のある体験をすることを可能にし、彼らが興味を
持つ製品をより具体的に想像する能力を高めます。

時間とコストの効率性
生成AIは、1つのモデル写真を使用して、他のモデルに
転換することで、モデル生成を自動化できます。これによ
り、ゼロから手動で作成する必要性が減り、時間とコスト
の効率性が向上します。

スタイルや美学の適応性
事務所が特定のアートスタイル、時代、または文化的基
準を持つモデルを必要とする場合、生成AIは人工モデル
を特定のデザイン要件に適応させるために使用できます。
事務所はまた、生成されたモデルにフィードバックを提供
して、生成AIアプリケーションがそのアウトプット改善に
役立ちます。

多様性の推進
生成AIを使用して仮想モデルを作成することで、ビジネ
スは多様で包括的な表現を作り出すためにより大きな柔
軟性を持つことができます。

AIがポーズをとる
（人工モデル事務所）

生成AIは、より多種多様な人々に製品を効率的
に紹介するために、ビデオや静止画像を作成する
ことが可能です。

課題／機会
モデル業界では、事務所、俳優、写真家、その他の
専門家間での調整が重要となります。事務所は、
特定のルックスや声を持つモデルを見つけることが
難しい場合があります。また、モデルや関係者に自
分たちのアイデアを伝えることも課題となることが
あります。全体のプロセスが非効率的であること、
カスタマイズやバリエーションの余地が限られてい
ること、多様性が制限されていること、高いコスト
がかかること、知的財産権やライセンスに関する問
題などが存在します。

消費財業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

透明性
企業は、デジタルアウトプットを本物の人間とし
て描写する倫理性を考慮する必要があります。
顧客が実際の人物ではないことを理解する必

要があることを慎重に考慮すべきです。これは、製品の外観
に対する顧客の信頼、そして最終的には企業自体への信頼
に影響を与える可能性があるためです。

責任
生成AIシステムは、人物モデルのデータや肖
像を学習するため、同意、プライバシー、表現
に関する重要な倫理的および知的財産上の考

慮事項が生じます。

期待できるメリット

モデルのカスタマイズ
AI生成モデルをより適した形でカスタマイズして、製品を紹
介することで、顧客の関心と売り上げをより効果的に引き付
けることができます。

需要に応じた規模拡大
生成AIを活用して人工モデルを作成することで、企業は市場
環境や顧客のニーズの変化に迅速に対応することができます。
それは、市場や地域を横断して規模を拡大することができ、
一貫した品質とスピードを確保することができます。

消費財業界の生成AI活用のすゝ め
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より多くのインサイトへのアクセス
生成AIシステムは、ユーザーフレンドリーなインター
フェースとテキストベースの問い合わせによるデータマイ
ニングと分析を簡素化することで、ビジネスの全関係部
署が消費者をより良く理解するのに役立ちます。これによ
り、ユーザーは自分の仕事に関連する質問をし、機能性
を損なうことなく実現可能なインサイトを抽出することが
できます。

データ障壁の撤廃
このシステムは、購買パターン、顧客サービス、ウェブサ
イトおよびブラウジングデータ、マーケティングキャンペー
ンの反応など、さまざまなソースやドメインからデータを
集約し、消費者の行動に関する包括的なインサイトを提
供することができます。データの隔たりを越え、異常値を
自動的に特定し、問題を要約して意思決定者を注意すべ
き点へ導くことができます。

すべての人にデータアクセスを
（データを活用するビジネスユーザー）

生成AIは、テキストベースの問い合わせを通じて
さまざまなソースからデータを結合し、専門のアナ
リストのサポートなしに問題を要約し、具体的な
行動につなげることができます。これにより、ビジ
ネスユーザーが消費者行動の重要なインサイトを
得るのを支援することができます。

課題／機会
ビジネスに携わる人すべては消費者にフォーカス
すべきですが、マーケティング部門が顧客データに
アクセスできる一方で、製品設計、調達、小売業務、
サプライチェーンなどのビジネス関係者は、顧客情
報の一部しか把握できません。現在、企業は意思
決定のためにデータ整理に専門のアナリストを必
要としていますが、これによりAIのメリットを享受
するためには専門知識が必要という壁が生じてい
ます。データは異なる部門に保管され、既存のイン
ターフェースはあらかじめ設定された質問にしか
答えられません。その結果、ほとんどのビジネス
ユーザーは企業のモデルとデータを十分に活用で
きず、部署横断的な視点でのインサイトを得ること
が難しい状況にあります。

消費財業界の生成AI活用のすゝ め
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すべての人にデータアクセスを

リスク管理と信頼の促進

セキュリティ
生成AIモデルは機密性が高く、企業独自の
データに触れるため、データ漏洩のリスクが潜
在的に存在します。このリスクを軽減するため

に、企業は生成AIプロバイダーへのデータアクセスを制限す
ることや、どのような消費者データをモデルに公開するかを
慎重に検討する必要があります。

信頼性
生成AIによって情報を取得し、自信を持って
意思決定するためには、ビジネスユーザーが
アウトプットを信頼できる必要があります。そ

のためには、データ入力が正確で最新である必要があり、
アウトプットは検証され、監視されるべきです。

アカウンタビリティ
ビジネスユーザーが消費者データを解釈する
ためには、十分な背景知識が必要であり、デー
タ専門家による分析では、「人間参加型のAI活

用（Human in the loop）」によって対応しています。一方、
生成AIモデルを使用する場合、ビジネスユーザーは背景知
識とアウトプットを理解できる能力が必要です。

期待できるメリット

アジャイルな意思決定
ビジネスユーザーは、製品の発売、販売、およびその他の顧
客関連のイニシアティブについて、より多くの情報に基づいた
意思決定を迅速かつ効率的に実施できるようになります。

時間とリソースの効率化
ビジネスユーザーにとってデータアクセスと分析を簡素化す
ることは、データアナリストや技術職に対する追加の負担を
かけることなく、インサイトを得るまでの時間を短縮すること
ができます。

消費財業界の生成AI活用のすゝ め
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正確なスタイル変換
顧客と希望するスタイルの画像や動画を分析することで、
生成AIは、洋服や製品が現実世界でどのように見えるか
をリアルな表現で作成することができます。

バーチャルなミックスアンドマッチ
生成AIにより、顧客はより広範なスタイルオプション、洋
服の組み合わせ、アクセサリーなどをさらに簡単に調べ
ることができます。

より高度なパーソナライゼーション
体型、肌の色合い、個人のスタイルなどの要素を考慮す
ることにより、生成AIは、顧客の好みに合わせて適切な
商品を提案することができます。

百聞は一見にしかず
（バーチャル試着）

生成AIはスタイル変換に使用でき、消費者が自分
自身の体や自宅、その他さまざまな場所で洋服や
他の製品のデジタルレンダリングを見ることがで
きます。

課題／機会
衣類や化粧品業界では、消費者は通常、製品を試
着して購入するかどうかを決定します。しかし、オ
ンラインショッピングでは、消費者は写真や製品の
説明に頼って意思決定を行っていますが、これは課
題があります。この方法は、返品率が高くなり、そ
れに伴う企業のコスト増や顧客の不満を引き起こ
す可能性があります。

消費財業界の生成AI活用のすゝ め
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百聞は一見にしかず

リスク管理と信頼の促進

プライバシー
消費者の写真や動画と連携、拡張することで、
モデルは個人情報やプライバシー規制や基準
に従う必要がある機微な情報に触れる可能性

があります。スタイル変換に生成AIを活用するためには、企
業がユーザーデータが安全に保存、転用、使用されることを
確保する必要があります。

透明性
消費者が自分自身や周囲の画像を入力する
場合、その画像が企業によってどのように使
用されるか、消費者とシステムとのやり取り

が追跡・記録されるか、スタイル変換アプリケーションを
使用する際に消費者にプライバシー上のリスクがあるかど
うかを理解する必要があります。

公正性と公平性
トレーニングセットのバランスが取れず、バイア
スがかかっている場合、バーチャル試着のレン
ダリングは、あるグループに対して他のグルー

プよりも正確または現実的になる可能性があり、顧客満足度
や規制遵守に影響を与える可能性があります。

期待できるメリット

顧客のカスタマイズ
よりシンプルな方法で、顧客の購買体験に応
えることは、顧客満足を促進します。

返品率の低減
顧客が製品を購入する前により良く見たり、
想像することができると、期待と異なる製品、
製品への不満、返品の可能性が低くなります。

簡単な販売
よりシンプルな方法で選択肢を探せるように
することで、どの商品を買うかを選択しやすく
し、売上拡大をサポートすることができます。

トレンド分析とインサイト
生成AIは、バーチャル試着の経験からデー
タを分析し、顧客の好み、人気のあるスタイ
ル、最新動向に関するインサイトを収集する
ために使用することができます。

消費財業界の生成AI活用のすゝ め
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下位レベルの作業を負荷軽減する
生成AIは、iOS、Android、Webアプリなどの異なるプ
ラットフォーム上でのコードの展開やメンテナンスなど、
反復的なタスクを補完することができます。

開発者アシスタント
生成AIは、コードの開発自体に使用することができ、ソフ
トウェア開発者がコードの作成やメンテナンスをサポート
するアシスタントとして機能します。また、コードを異なる
環境に移植するなど、プラットフォームやアプリケーショ
ン間の一貫性を促進することもできます。

開発者向けのコード支援
（拡張された開発者）

生成AIは、ソフトウェア開発者の作業を補完する
ために使用されることがあります。複数のアプリ
ケーションやプラットフォームの作成やメンテナン
スを支援できます。

課題／機会
顧客にシームレスなデジタル体験を提供するため
に、企業は異なるプラットフォーム上でのアプリ
ケーションの開発とメンテナンスを行っています。し
かし、開発者や他の高度なスキルを持つ専門家は
需要が高く、供給が不足しています。人材のギャッ
プを埋めるために、生成AIは開発者の取り組み補
完に使用されることがあります。コードの作成やメ
ンテナンスの一部を自動化することで、開発者はよ
り複雑なコードの作成や生成AIのアウトプットの
検証に集中することができます。

消費財業界の生成AI活用のすゝ め



開発者向けのコード支援

リスク管理と信頼の促進

セキュリティ
生成AIで作成されたコードには、開発中や展
開後でも特定するのが困難な脆弱性が含まれ
る場合があります。サイバーセキュリティの重要

性を考慮すると、企業は生成されたコードがセキュリティリス
クを引き起こさないようにする必要があります。

信頼性
生成AIはエラーに弱く、開発タスクに使用する
場合、複数のアプリケーションの作成やメンテ
ナンス中にバグや脆弱性のリスクを軽減するた

め、人間による検証が必要です。

期待できるメリット

効率的なシステム展開
生成AIを使用することで、開発者はプラットフォーム横断で
コードを効率的にシステム展開および保守・運用できます。

デジタルの一貫性
生成AIを使用することで、開発者のスキルと能力を強化する
自動化（コード変換など）により、各環境が同じ品質レベル
で機能することを保証し、開発者が複数のプラットフォームで
一貫した体験を提供できるようになります。
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会話エージェント
生成AIは、音声をテキストに変換し、自然言語入力を使
用して、アフターセールスサポートや顧客クレームの処理
に対して共感的で個人に合わせた会話を生成することで、
今までにない顧客とのやり取りを可能にします。

人的資本のより良い活用
生成AIは、顧客の問い合わせに即座に個別対応した回
答を提供し、関連する解決策を示し、会話を行うことがで
きます。そのため、顧客はより迅速な回答と解決策を得る
ことができ、組織は人的リソースをより複雑な顧客問題
へ集中させることが可能となります。

オンデマンドのカスタマーサポート
（顧客アシスタント）

生成AIによる仮想エージェントは、リアルタイム
で個人に合わせてサポートし、新しい顧客対応を
生み出し、顧客体験を向上させることができます。

課題／機会
購入後、顧客は製品やサービスに関する情報やサ
ポートを求める場合があります。従来のコールセン
ターは顧客の問い合わせに自動応答するために一
部のAI機能を導入していますが、顧客の質問を解
釈し、会話形式で有益な回答をする自動応答の能
力に限界があります。必要なのは、効率的かつ効
果的に顧客の問い合わせやオンラインのトレンドに
正確かつ積極的に対応することです。

消費財業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

信頼性
顧客対応における品質と正確性は、顧客体験
とブランド印象に影響を与えます。生成AIによ
る顧客アシスタントが正確かつ個人に合わせた

アドバイスや製品の説明を提供できない場合、顧客対応品質
を悪化させる可能性があります。

透明性
顧客は、生成AIモデルが何を実現できるのか、
また何を実現できないのかを明確に理解する
機会を持つべきです。透明性を保ち、良好な関

係性を築くために、企業は仮想アシスタントに対する顧客の
期待値を設定するべきです。

期待できるメリット

顧客体験の向上
個別に対応し、正確なサポート、ガイダンス、トラブルシュー
ティングをすることは、ポジティブなブランドの評判と改善さ
れた顧客とのリレーションとロイヤルティを支えます。

効率の向上
生成AIと統合することで、顧客エンゲージメントの一部を自
動化することができます。これにより、複数の顧客対応を同
時に処理でき、応答時間の改善、顧客満足度の向上、および
顧客の需要に応じた規模拡大が可能となります。

消費財業界の生成AI活用のすゝ め
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生成AIがどのように役立つのか

従来よりもパーソナライズされたレコメンデーション
顧客の入力と好みに基づいて、生成AIはカスタマイズし
たレコメンデーションを生成することができ、購入プロセ
スをよりパーソナライズし、便利にします。さらに、生成
AIが可能にする商品レコメンデーションの対話的かつ反
復的なアプローチは、現在の検索エンジンの能力よりも
ターゲットの絞り込まれた提案を生み出すことができます。

インプット／アウトプットとしての画像
消費者は好みのスタイル画像（例えばデザイナーの服を
着たセレブ）を入力することができ、生成AIモデルは画
像に基づいて商品の識別と提案ができます。

バーチャルショッピングアシスタント
（商品提案）

生成AIは、顧客の好みや行動に基づいて個人に合
わせた商品提案の作成に使用することができます。

課題／機会
顧客への適切な商品提案は、売上を劇的に増やす
ことができ、よりパーソナライズされた商品のレコ
メンデーションは、販売促進に最も効果的です。
データに基づく商品提案はすでに可能ですが、会
話形式や自然な言葉のトーンが欠けていることが
あります。さらに、提案は、個々の顧客の検索基準
やフィードバックとは対照的に、より広範な顧客セ
グメントや購入履歴に基づいているため、従来より
もパーソナライズされた品質が欠けている場合が
あります。

消費財業界の生成AI活用のすゝ め
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バーチャルショッピングアシスタント

リスク管理と信頼の促進

公正性と公平性
トレーニングおよびテストデータの潜在的な偏
りは、モデルが推薦を行う際に特定の商品や商
品の組み合わせに偏りを示す可能性があります。

継続的なモニタリング、データ更新、人間による検証が、継
続的な改善および偏りの緩和に役立ちます。

プライバシー
顧客データは、顧客対応の過程で生成AIモデ
ルに公開される可能性があり、個人情報は規
制による保護の対象となる場合があります。重

要な考慮事項には、顧客データの保存方法、転用方法、使
用方法、およびモデル自体によるデータの使用方法が含まれ
ます。

期待できるメリット

顧客体験の向上
個別に対応し、正確なサポート、ガイダンス、トラブルシュー
ティングをすることは、ポジティブなブランドの評判と改善さ
れた顧客とのリレーションとロイヤルティを支えます。

効率の向上
生成AIと統合することで、顧客エンゲージメントの一部を自
動化することができます。これにより、複数の顧客対応を同
時に処理でき、応答時間の改善、顧客満足度の向上、および
顧客の需要に応じた規模拡大が可能となります。

消費財業界の生成AI活用のすゝ め
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市場インテリジェンス
生成AIは、市場シナリオのシミュレート、データのギャッ
プを埋めるための合成データ生成、既存パターンに基づ
いて顧客の嗜好の予測、異文化のインサイト提供、競合
分析支援、コンプライアンス戦略提案、市場参入コストの
最適化、ブランド認知シナリオのシミュレート、需要予測
を行い、不確実性を低減することができます。

情報の合成
生成AIは、大量の関連資料を効率的に読み取り、要約し、
市場調査チームに理解しやすい形式で情報を提示するこ
とにより、迅速な市場調査を可能にします。

新しい市場セグメンテーション
AIによって生成されたデータは、ターゲット市場内で新し
く、以前に特定されていなかった市場セグメントを明らか
にすることができます。これにより、ニッチなマーケティン
グや製品のカスタマイズに対する追加の機会が得られる
場合があります。

より豊かなペルソナ
消費者の好き嫌いを理解するために基本的な調査や
フォーカスグループに頼る代わりに、生成AIを使用する
ことで、特定の顧客の嗜好を特定し、詳細なプロファイル
作成ができます。また、市場調査チームは、生成AIを使
用して、市場独自の特徴に基づいて、架空であるものの、
もっともらしい顧客ペルソナを作成することもできます。
これにより、企業は潜在的な顧客の行動や嗜好をより良
く理解することができます。

次世代のマーケットインテリジェンス
（市場調査）

大量の関連資料を読み取り要約する生成AIの能
力を活用することで、企業は市場調査を迅速にし、
新しい市場での効果的な意思決定のための簡潔
なインサイトを得ることができます。

課題／機会
新しい市場や顧客グループへの参入可能性を調査
し、新しいターゲットセグメントを特定する際には、
企業はさまざまな課題に直面します。市場データ
の不足、顧客の好みの理解不足、文化的および経
済的な違い、競合分析の困難、規制の複雑さ、高
い市場参入コスト、ブランド認知の課題、需要や市
場受容に関する不確実性など、すべてが市場調査
のスピードと品質に影響を与えます。

消費財業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

公正性と公平性
生成AIモデルは、バイアスの
あるデータセットから学習する
ことがあり、実際の市場を正確

に表現しないバイアスのあるアウトプットを
生み出す可能性があります。

信頼性
生成AIが不正確・幻覚的なア
ウトプットを生成する可能性が
あるため、AIによって生成した

インサイトは、正確さと信頼性を確保するた
めに、実世界のデータと従来の研究手法で
検証する必要があります。

責任
生成AIは市場調査を補完する
ことができますが、従来の研究
を完全に置き換えるべきでは

ありません。なぜなら、生成AIは質的なニュ
アンスや人による専門知識を見落とす可能性
があるからです。

透明性
生成AIのアウトプットを信頼す
るために、ユーザーは推奨事
項やインサイトを生成するため

に使用されたサンプルや研究方法を理解す
る能力が必要です。

期待できるメリット

コスト効率のよい調査
生成AIは、大量のデータセットを生成し、シナリオをシミュ
レートすることにより、従来の市場調査にかかるコストを削減
することができます。

リスク軽減
市場の反応をシミュレートすることにより、CPG企業は、大
規模な投資をする前に新しい市場における潜在的なリスクや
課題を特定することができます。これにより、製品の失敗や財
務損失の可能性を減らすことができます。

消費財業界の生成AI活用のすゝ め
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この業界における企業は、より持続可能で環境に優しいプラクティスに 
移行するように、ますますプレッシャーがかかっています。

エネルギー・資源・生産財（ER＆I）
業界の企業はエネルギーの安全性、手
頃な価格、収益性、そしてクリーンで持

続可能な未来への移行に関連する課題に直面して
います。生成AIの活用は、これらの重要な課題に
取り組む魅力的なチャンスです。生成AIで業界全
体を統合すると、コスト削減、運用効率と回復力
の向上、および排出量の削減につながる可能性が
あります。

歴史的に、エネルギー・資源・生産財業界は、新
しい利益を得るための投資と新たなリスクの軽減
を両立させるために、革新的な技術を採用する際
に保守的なアプローチを取る傾向があります。そ
のため、企業は生成AIの早期採用に躊躇する場合
があります。しかし、建設、鉱業、エネルギー生産
などの既存企業は、独占的で専有的なデータを
持っているため、特定の要件や価値を生み出すユー
スケースに合わせて生成AIモデルを調整すること
ができるという固有の利点を持っています。これに
より、彼らは生成AIモデルを活用することで市場
においてリーディングポジションを占める可能性が
あります。

この業界における企業は、より持続可能で環境に
優しいプラクティスに移行するようにますますプ
レッシャーがかかっています。世界的な再生可能エ
ネルギーへのシフトとその必要性やエネルギーミッ
クスの多様化がこのプレッシャーを高めています。
生成AIは、この点で革命的な可能性を秘めていま
す。例えば生成AIは、資源探査および抽出プロセ
スを革新することができます。地質学的および地球
物理学的な大量のデータを活用することで、資源
豊富な地域を迅速に特定することができます。石
油・ガス企業は海外探査の複雑な物流上の課題
を克服するために生成AIを活用することができま
す。合成地震データ生成や炭化水素貯留層の生成
モデリングにより、最適化された探査が可能になり
ます。

エネルギー・資源・生産財業界の生成AI活用のすゝ め
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企業が環境的に持続可能なビジネスモデルに移行するにつれて、生成AIは 
労働力の移行と持続可能なプラクティス導入をサポートするリアルタイムの 
オーダーメイドのトレーニング教材を開発できる可能性があります。

生成AIはエネルギー使用を最適化し、廃棄物を最
小限に抑え、エコフレンドリーな技術開発支援によ
り、リソースの採取や産業活動におけるより持続可
能で責任あるアプローチに貢献できます。また、設
計プロセスの一部を自動化することにより、周囲の
環境に対する影響を制限しながら探査努力を最適
化し、リソースの抽出効率を向上させることも可能
です。

この時点で生成AIの活用を開始することは現在競
争優位を得るだけでなく、将来の成長基盤を築くこ
とも意味します。これは、従業員に投資することに
よって達成されます。エネルギー・資源・生産財
業界の将来を考えると、現実世界の設定や重要な
シナリオを再現する現場固有の安全トレーニング
を生成AIを使って作成することにより、健康と安全
のリスクを最適化するために中心的な役割を果た
すことが予想されます。企業が環境的に持続可能
なビジネスモデルに移行するにつれて、生成AIは
労働力の移行と持続可能なプラクティス導入をサ
ポートするリアルタイムのオーダーメイドのトレー
ニング教材を開発できる可能性があります。

現在、生成AIのユースケース探索と導入に着手す
ることで企業は貴重なインサイトを得て、適応し成
長することができます。この戦略的アプローチによ
り、組織は生成AIが成熟するにつれて、その全て
の能力を最大限に活用することができるようになり
ます。生成AIのユースケース探索と導入によって企
業は競争力を高め、業界のリーダーとして地位を
確立することができます。また、新たなビジネスモ
デルやサービスの創造、効率化、顧客エンゲージ
メントの向上など、さまざまな利点をもたらすこと
ができます。さらに、生成AIの活用によって企業は
より持続可能な未来に向けた取り組みを推進し、
社会的な評価を高めることができます。

エネルギー・資源・生産財業界の生成AI活用のすゝ め



32

03

05

04

06

02

01

テキ
スト

ビデオ

3D
／
特
定
分
野
特
化

音声
コード

画
像

コード

画
像

テキ
スト

プロセスの
効率化

生成AIがどのように役立つのか

継続的改善
生成AIは、過去の稼働停止から教訓を学び、メンテナン
スを行うタイミングを特定し、計画策定者に必要な情報
を提供して、メンテナンスの整合性に関する前提を問い
直し、システム全体に影響を最小限に抑える戦略を策定
することができます。

最適なメンテナンススケジュール
運用要因（例えば、設備の使用状況、生産要件、メンテ
ナンスコストなど）を考慮し、最も効率的かつ費用対効
果の高いスケジュールを提案し、設備の使用状況や性能
データを分析して、停止時間を最小限に抑え、設備の可
用性を最大化することで、生成AIはメンテナンススケ
ジュールの最適化に役立ちます。

シミュレーションと最適化
生成AIは、メンテナンスシナリオをシミュレートし、メン
テナンス戦略が設備の性能、生産性、運用効率に与える
影響を評価することができます。これにより、最も効果的
なメンテナンス手法を明らかにし、メンテナンス活動に対
するリソースの割り当てを最適化することができます。

設備を健全に保つ
（アセットメンテナンス計画）

アセットメンテナンス計画で生成AIを活用すると、
設備の稼働時間を改善し、メンテナンスコストを
削減し、運用効率を向上させることができます。

課題／機会
鉱業、石油・ガス採掘などの業界において、メンテ
ナンス計画は設備の早期故障や高額な修理・交換
を防ぎ、アセットの寿命を延ばすことに役立ちます。
しかし、短期的・長期的な制約や要因に直面する
中、メンテナンス計画やその後続プロセスは生産
に合わせて変更されることがあります。資源の可
用性や予期せぬ事態に対応するために、メンテナ
ンス計画に変更を加えることが必要になることも
あります。ただし、メンテナンス計画の変更はコス
トがかかったり、労力を必要とすることがあります。

エネルギー・資源・生産財業界の生成AI活用のすゝ め
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設備を健全に保つ

リスク管理と信頼の促進

堅牢と信頼性
アセットメンテナンス計画における生成AIの適
用は、データ品質に依存します。誤り、不完全、
または現在の運用環境やメンテナンス業務を

表現していないデータの場合、最適ではない不適切なメンテ
ナンス計画につながる可能性があり、アセットの健全性管理
や将来におけるメンテナンス計画活動に悪影響を与える可能
性さえあります。

責任を持つ
アセットメンテナンス計画策定者の知見、経験、
専門知識は、機械による代替はできません。AI
による出力に人間の批判的なレビューがなく、

過度に依存することは、重要な考え方や貴重なインサイトが
見落とされる可能性があります。人間の判断と知識が必要で
あり、AIが提供する情報を適切に評価することが重要です。
AIによって生成された情報は、人間の専門知識や経験を補
完する役割を果たすことができますが、最終的な決定は常に
人間によって行われるべきであり、責任を持って行われるべ
きです。

安全でセキュア
生成AIは、予期せぬ設備の故障や生産要件の
変更など、アセットメンテナンス計画に固有の
不確実性を考慮するのが難しい場合があります。

過剰適合による最適でないまたは現実的でない生成AIによ
る推奨案は、実際のメンテナンスシナリオに適用すると不正
確さや性能の低下を引き起こす可能性があります。ソリュー
ションの設計フェーズでは、担当者によるチェックと監視の必
要性を考慮する必要があります。特に、複雑な運用制約があ
る場合は、生成AIが正確で実現可能な解決策を提供できな
い可能性があるため、担当者の判断と知識が必要です。また、
生成AIによる推奨案を採用する前に、専門家が検証し、承認
することが重要です。これにより、安全でセキュアなメンテナ
ンス計画が実現できます。

期待できるメリット

積極的なコスト改善
メンテナンス計画は、上流計画の変更に応じてさまざまな時
間スケールで動的に変更できます。これにより、ダウンタイム
よる影響を最小限に抑えるだけでなく、アセットメンテナンス
に利用可能なリソースの使用を最大化することもできます。

出荷量の増加
メンテナンス計画と生産調整が改善されることで、アセット管
理戦略を損なうことなく生産量を増やすことができます。

健康と安全の向上
最適なリソースの割り当て、宿泊施設の管理、稼働停止期間
はすべて、労働安全性の向上に役立ちます。

エネルギー・資源・生産財業界の生成AI活用のすゝ め
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生成AIがどのように役立つのか

実験プロセスを合理化する
材料の調査や最適化のために生成AIを使用することで、
最も効率的な実験手順を決定することができます。これ
により、冗長な実験を省き、コストと時間の最適化された
実験を行うことで、開発実験を効率化することができます。

高エントロピー合金（High-entropy alloy: HEA） 
エンジニアリング
従来の手法による優れた物理的、化学的、機械的特性を
持つHEA開発には時間とコストがかかるため、生成AI
は有望な代替開発手段となります。

実験と設計の迅速化
（マテリアルデザイン）

生成AIは、材料デザイナーがより広い設計領域で
探索し、材料特性を最適化し、新しい材料の発見
を迅速化することを可能にします。

課題／機会
新しい材料開発が難しく、コストがかかり、時間が
かかる理由として、化学領域が広大で複雑であり、
化学的に実現可能な分子の数が不明であることが
理由の一つとなっています。また、材料の発見、開
発、最適化プロセスは、各段階で異なる複雑さを
持ち、最終的な設計に到達するために必要な時間
を増加しています。

エネルギー・資源・生産財業界の生成AI活用のすゝ め
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実験と設計の迅速化

リスク管理と信頼の促進

セキュリティ
生成AIを材料設計に使用することで、知的
財産や競争上の優位性が危険に晒される可
能性があります。特定の企業秘密や機密デー

タを使って学習したモデルは、競合他社にとって有益なイン
サイトや設計戦略を明らかにする可能性があります。その
ため、企業は生成AIを使用する前に、データのセキュリティ
とプライバシーについて注意深く検討し、適切なセキュリ
ティ対策を講じる必要があります。また、生成AIによって提
供される情報が機密情報である場合、データの共有に関す
る法的規制に従う必要があります。

責任ある行動
企業は、生成AIの支援を受けて設計された材
料による意図しない負の影響を特定し、軽減す
るように注意を払う必要があります。例えば、

責任ある持続可能な方法で製造できない材料に起因する長
期にわたる環境影響などが挙げられます。企業は、材料の設
計や開発において環境に配慮し、社会的責任を果たすことが
求められます。これには、材料のライフサイクル全体を考慮し、
製造から廃棄までのプロセスにおいて、環境への影響を最小
限に抑えることが含まれます。企業は、生成AIの利用に際し
て、責任ある行動を取ることが求められます。

期待できるメリット

イノベーションの促進
生成AIアプリケーションには、多様な構成と構造を持つ幅広
い仮想材料を迅速に生成し、優先順位を付ける機能がありま
す。この仮想スクリーニングプロセスにより、研究者は特定の
用途や材料特性の潜在的な候補を従来の実験方法よりもは
るかに迅速に特定できます。

コスト削減
効率の節約と実験消耗品の合理化、または排除により組織
は開発コストを削減できます。

発見を可能にする
生成AIは、潜在的な材料の広大な設計領域に対する効率的
探索、およびナビゲート能力を活用することで、優れた特性
を持つ材料発見への可能性を最大化します。

エネルギー・資源・生産財業界の生成AI活用のすゝ め
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鉱石の特性評価とマッピング
生成AIは、鉱物サンプルの大規模なデータセットでト
レーニングすることで、現実世界の鉱石の特性を模倣す
る合成サンプルを生成することができます。鉱物の識別、
分類、鉱石の特性を予測するための包括的なデータベー
スを構築することができ、既知の処理アッセイでテストを
行わずに、異なる鉱石の振る舞いと組成を理解すること
ができます。

プロセスの最適化
鉱物処理において、物理的および化学的プロセスをシ
ミュレートするモデルは、研磨パラメータ、浮遊条件、お
よび分離技術などの要因を最適化することに役立ちます。
これにより、効率が向上し、エネルギー消費が削減され、
鉱物回収率が向上することができます。

鉱石の理解
（鉱物処理最適化）

生成AIは、鉱石から鉱物を化学的に分離するプ
ロセスについて、コストと時間を節約し、より安全
で、より環境に優しくすることができます。

課題／機会
鉱物処理では、鉱石を破壊することなく廃棄鉱物
から可能な限り多く分離するために、化学添加剤
を鉱石の含有量に正確にマッチさせる必要があり
ます。各化合物のモデリングとテストに時間と労力
がかかること、複雑な鉱物学と鉱物間の相互関係
が回収の妨げになること、特定の化合物を処理す
るために環境に有害な化学物質が必要になること
が多いことなどから、このプロセスは複雑です。

エネルギー・資源・生産財業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

堅牢性
生成AIは、トレーニングデータと大きく異なる
鉱物サンプルや処理シナリオを汎化するのに苦
労することがあります。モデルは、新しい鉱石

の変化の全範囲や独自の特性を捉えきれない可能性があり、
その結果、最適な処理方法を推奨できない可能性があります。

信頼性
生成AIが粒子サイズ分布、鉱物組成、および
処理条件などの複雑な物理的および化学的特
性を解釈できない場合（通常はデータに明示さ

れていないため）、生成AIは最適でない戦略を生成したり、
重要な要因を見落とす可能性があります。

期待できるメリット

調査の加速
鉱石の特性評価や処理ワークフローの開発に必要なコスト
や時間を大幅に削減し、鉱物の回収率を最大化しながら運
用コストを最小化する、コストと効率のトレードオフを最適化
することができます。

エコフレンドリーな運用
生成AIを使用して鉱物学についてより深いインサイトを得る
ことで、生産量や効率を犠牲にすることなく、処理に必要な
環境に悪影響を与える添加剤や資源の量を削減することが
できます。

労働者の健康
最適処理により、有害な化学添加物や微粒子の塵に対する
人間の曝露を減らすことができます。これはより安全な労働
環境に貢献します。

エネルギー・資源・生産財業界の生成AI活用のすゝ め
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自動レイアウト生成
設計者は、生成AIを使用して、土地の制約、設計要件、
およびエンジニアによるインプットを分析し、ゾーニング
規制、運用使用、およびユーザーの希望などの要因を考
慮した用地計画のレイアウトオプションを迅速に生成する
ことができます。

最適化設計
生成AIは、太陽の方向、交通フロー、アクセシビリティ
などのパラメータを分析し、最適なインフラストラクチャ
の配置を提案することで、土地利用計画を最適化するこ
とができます。これにより、エネルギー効率の向上、より
良いスペース利用のサポート、およびユーザーエクスペリ
エンスの向上が可能になります。

効率的な文書化と注釈
生成された計画の設計要素や構造を分析することで、生
成AIは関連情報（寸法、材料、仕様など）を自動的に計
画に注釈付けすることができます。この自動化により、設
計者はかなりの時間と労力を節約することができ、より
高度な設計タスクに集中することができます。

最適化設計
（土地利用設計の生成）

生成AIは、設計プロセスの一部を自動化すること
で、土地利用計画の策定に役立ちます。これにより、
設計者に新たな可能性を生み出し、関連作業時間
とコストを削減することができます。

課題／機会
土地利用計画は、コスト、効率、安全性を最適化
するための多段階の反復プロセスですが、多くの
利害関係者や第三者の専門家を巻き込んだ、費用
と時間のかかる作業でもあります。土地利用計画
には、時には遠隔地や敵対的な場所での調査が必
要となることもあります。短期・長期の影響を予測
するためには、多くの要素を評価する必要がありま
す。また、地形や地質の調査など、土地固有の活
動は労力と費用がかかる場合があります。

エネルギー・資源・生産財業界の生成AI活用のすゝ め
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最適化設計

リスク管理と信頼の促進

責任者
最適化設計のための生成AIは、主にコスト削
減や時間短縮などの効率化に焦点を当てる場
合がありますが、環境の持続可能性や地域へ

の影響、長期的な適応性など、他の重要な考慮事項を軽視
する可能性があります。モデルは、複数の指標に対してバラ
ンスを取り、トレードオフを優先させるように構成されるべき
であり、総合的な結果を向上させるために取り組むべきです。

責任
土地利用計画のために生成AIを使用すること
で、知的財産権、AIによって生成された設計情
報の所有権、設計上の欠陥に対する責任、機

密性の高いまたは特許権のあるデータに対するプライバシー
制限など、法的考慮事項が生じます。

期待できるメリット

自動化による加速
土地利用計画のために生成AIを使用することで、時間のか
かるプロセスを加速することができます。

新しい解決策の発見
計画プロセスには多様な設計が含まれますが、生成AIを使
用することで、さまざまな用地設計が迅速に作成し、革新的
な計画ソリューションの促進が可能になります。

リスクの低減
生成AIは、用地計画における潜在的な危険や安全リスクをシミュ
レート・分析できます。AI生成の計画には、天候イベント、交通
パターン、緊急対応ルートなどの要因も考慮されます。予期せぬ
事態が発生した場合に安全性を最大限に保ち、潜在的な物件被
害を減らすために、代替の設計オプションを提案できます。

エネルギー・資源・生産財業界の生成AI活用のすゝ め
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簡単にアクセスできる技術情報
生成AIによる仮想現場アシスタントは、参照ツールとし
て機能し、膨大な技術情報に素早くアクセスすることがで
きます。関連情報を提供し、エンジニアを適切なリソース
に誘導するだけでなく、特定のエンジニアリング作業に
おける概念、原理、または計算に関する質問に応えるこ
とで問題解決を支援することができます。

トラブルシューティングと診断
現場で問題や課題に遭遇した場合、エンジニアは問題を
仮想現場アシスタントに説明し、アシスタントは原因を特
定するために適切な質問を返したり、解決するためのス
テップバイステップのガイダンスを回答することができます。

現場での助け舟
（エンジニアのための仮想現場アシスタント）

生成AIによる仮想現場アシスタントは、エンジニ
アが問題解決に必要なエンジニアリング知識に適
宜アクセスし、サポートできるため、効率性、生産性、
および意思決定能力を向上させることができます。

課題／機会
エンジニアは時に遠隔地や厳しい環境で作業する
ことがあり、マニュアル不足にも関わらず問題の原
因特定する必要性が発生したりと、情報に関する
課題を経験することがあります。エンジニアはガイ
ド確認が必要となり、後日再び現場に戻ることが
あります。

エネルギー・資源・生産財業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

堅牢かつ高信頼性
仮想現場アシスタントの精度は、トレーニン
グデータの品質に依存します。データが不正
確または古くなっている場合、誤回答がエン

ジニアに潜在的な危害、設備の損傷、または運用停止を
引き起こす可能性があります。さらに、生成AIの回答が正
しく思わせる（幻覚する）可能性があり、仮想現場アシスタ
ントは、誤りもしくは文脈にそぐわない回答をする可能性
があります。誤解や誤情報の可能性は、エンジニアによる
相互確認が非常に重要となります。特に、安全に関する重
要なプロセスや意思決定に関する場合は、相互確認が不
可欠です。

責任ある活用
信頼性の高い仮想現場アシスタントを使用する
と、エンジニアはアシスタントに過度に依存す
る可能性があり、自分自身のスキルや判断力と

のバランスを欠くことがあります。創造的な問題解決や批判
的思考が必要な複雑な状況では、アシスタントの回答だけに
頼ることは不十分かもしれません。

責任を持った活用
仮想現場アシスタントからの不正確な情報やア
ドバイスが事故や運用上の問題を引き起こした
場合、解決にあたって複雑な責任問題が生じる

可能性があります。これらの状況に対処するための明確なガ
イドラインや手順は、AIガバナンスの一環として確立される
べきです。

期待できるメリット

コスト削減
エンジニアに情報とトラブルシューティングのリソースを案内
することにより、作業効率を向上させ、コスト削減が可能とな
ります。

現場での効果的な作業
回答に基づく問題解決と意思決定は、最小限の見直しでの
作業を支援します。

職業健康
仮想現場アシスタントの支援を受けて問題を従来よりも迅速
に解決することで、エンジニアは現場で潜在的な環境ハザー
ドにさらされる時間削減ができます。

エネルギー・資源・生産財業界の生成AI活用のすゝ め
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仮想現実（VR）トレーニング
VRと組み合わせ、条件を再現する仮想トレーニング環境
の開発に生成AIを活用することができます。OHS事故
をシミュレートする現実的なシナリオを備え、受講者は危
険な状況をナビゲートし、リスクを特定し、安全な環境で
OHSの理解と対応能力が向上できます。

カスタマイズされたトレーニングコンテンツ
生成AIは、特定職務、現場の状況、または規制要件に
基づいてトレーニング資料のカスタマイズに使用できます。
この技術は、事故報告書、OHSガイドライン、コンプライ
アンス基準など大量のデータを分析し、ビデオ、インタラ
クティブモジュール、クイズなどのカスタムコンテンツを
生成できます。

従業員の安全性向上
（各個人に合わせた職業安全衛生トレーニング）

生成AIは、個別にカスタマイズされた臨場感あふ
れる職業安全衛生（Occupational Health 
and Safety :OHS）トレーニング教材の開発に
利用することができます。これにより、受講者は現
実的なシナリオを安全に体験でき、実際のOHS事
故を減らしたり、より適切に対応することができます。

課題／機会
従来のOHSトレーニングは、可能性のあるシナリ
オの一部しかカバーしておらず、新しいスキルや知
識を実践的に適用する機会が不足しています。労
働者は緊急事態に備える必要がありますが、コス
トやリスクの問題から、実際の現場でこれらのシナ
リオをトレーニングできません。

エネルギー・資源・生産財業界の生成AI活用のすゝ め
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従業員の安全性向上

リスク管理と信頼の促進

安全でセキュア
実際の緊急事態は高ストレスやトラウマを引き
起こすことがあります。これらのシナリオを仮想
的に再現することは、受講者の心理的安全を

危険にさらす可能性があるため、シミュレーションの最終設
計は人間のトレーナーによってレビューされ、潜在的に有害
な視覚を取り除く必要があります。

責任とアカウンタビリティ
AIによって生成されたトレーニング資料は、潜
在的な問題、不正確さ、または古い情報かを継
続的に確認すべきです。トレーニングコンテンツ

は、最新の安全ガイドライン、規制、およびベストプラクティ
スとすべく定期的に更新されるべきです。

公正で偏りない
AIによって生成されたトレーニング資料は、障
害を持つ方も含め、すべての受講者が利用でき
るように包括的かつアクセシブルな設計が求め

られます。ビデオの字幕提供、異なるスキルレベルに対応す
るための調整可能なトレーニングシナリオの提供、およびコ
ンテンツの代替フォーマットの提供など、さまざまな配慮を考
慮すべきです。

期待できるメリット

準備による安全性
トレーニングの参加率向上と緊急事態に対する準備は、職場
の安全性を支援し、OHS事故を減らすことができます。

カスタマイズされたトレーニング
OHSトレーニングに各個人に合わせたアプローチを取ること
で、従業員の特定のニーズに対処し、関連性の高い的確な指
導ができます。

動的コンプライアンス
法律、規制、および政策の変更は、生成AIを使用してトレー
ニング資料を迅速に更新できます。

エネルギー・資源・生産財業界の生成AI活用のすゝ め
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地震データ分析
不完全、少容量、または低品質の地震データを克服する
ために、生成AIは高度なデータ分析と解釈に役立ちます。
具体的には、既存の地震データのパターンや特性に似た
新しいデータサンプルを生成するために生成AIを活用し
ます。また、欠落した部分や不完全な地震データに対応し、
ノイズ除去や解像度の向上を通じてデータ品質を改善す
ることもできます。さらに、複雑なデータパターンをより
効果的に解釈することも可能です。

貯留層特性化
坑井検層、コアサンプル、および生産データなどのデー
タを分析することで、生成AIは、炭化水素貯留層のより
完全な振る舞いをシミュレートするモデルを作成すること
ができます。これにより、貯留層の状況を今まで以上に理
解し、生産戦略を最適化し、回収率を向上することがで
きます。

地下を覗く
（炭化水素貯留層探査）

生成AIは、炭化水素貯留層の位置特定と特性評
価に関連するリスクを軽減し、探査の成功率を最
適化し、コストを削減できます。

課題／機会
原油・ガス探査は、不確実性とリスクが高いとい
う特徴があります。地下深部を調査し、貯留層を正
確に位置特定し、特性評価するには、高度な技術
と広範なデータ分析が必要です。地下貯留層から
原油やガスを採取するには、高度な掘削技術や技
術が必要であり、海外探査では過酷な環境条件、
地上からの深さ、複雑な物流が探査を困難にして
います。その結果、探査は地震調査、分析、掘削、
試験の複数の段階を経て、資本集約的で時間のか
かるプロセスとなります。

エネルギー・資源・生産財業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

信頼性
誤検知や誤解釈は、生産的な貯留層を生み出
さず、コストと時間のかかる掘削作業につなが
る可能性があります。そのため、インサイトや意

思決定を検証するために専門家のインサイトが不可欠です。

堅牢性
生成AIは、地球科学者が認識する重要な要素
や地質学的な微妙な点を考慮しない場合があ
り、その結果、生成AIはアウトプットを生成す

る際にデータの背景知識を考慮できなくなる場合があります。
その場合、AIによって生成されたモデルや解釈は正確性に欠
け、貯留層の複雑さを完全に捉えることができない可能性が
あります。

期待できるメリット

データに基づく投資と意思決定
炭化水素貯留層の特性に関するより深い理解は、不確実性
を減らし、投資の意思決定を支援します。

探査の拡大
改善されたデータ品質は、より正確な地下モデリング、イメー
ジング、および構造特性をサポートし、これにより炭化水素
貯留層の正確な位置特定能力が向上します。

よりスマートな戦略
貯留層特性について早期かつより完全な理解が得られるた
め、生産戦略を最適化するために必要な時間が短縮されます。

エネルギー・資源・生産財業界の生成AI活用のすゝ め
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ダイジェスト
画像認識ソリューションと組み合わせることで、生成AI
は、数千時間のドローン映像から自然言語でスマートな
ダイジェストを作成することができます。ダイジェストは、
ユーザーが要求した事前定義されたテンプレートに基づ
いて生成され、高度、地形、照明、植生、およびその他の
要素に関する観察が含まれます。また、ダイジェストは自
然言語で問い合わせを行うこともできるため、評価者が
全ての映像を手動でレビューする必要がなく、質問をする
ことで内容を確認できます。

映像のQ&A
漏れ検知にOGIを使用する場合、修復不能な漏れがあっ
ても、それを管理する必要があります。生成AIを使用す
ると、自然言語でその箇所の映像を問い合わせることで、
特定箇所を効率的に確認・モニタリングできます。

空に浮かぶスマート・アイ
（ドローン測量のためのスマート・ダイジェスト）

生成AIは、ドローンによる大量映像のダイジェス
ト化を支援し、Q&A方式によって生産性と効率を
向上させることができます。

課題／機会
鉱業業界では、マッピング、テーリングダム管理、
安全管理、発破評価、環境モニタリング、および運
搬路最適化などのタスクに、ドローン活用が進ん
でいます。船舶（パイプラインなど）から漏出する
ガスや揮発性有機化合物を検出するオプティカ
ル・ガス・イメージング（Optical Gas Imaging 
:OGI）の場合、OGIカメラを搭載した無人ドロー
ンは、広大なエリアでさまざまな設備を調査するの
に有用であることが証明されています。このように
ドローンを使用することで、頻繁なスキャンが可能
になり、逃がしたガスに関連するコストが削減でき
ます。しかし、ドローン映像を使用したアプリケー
ション（例：容積モニタリング）に対して、先進的
なAIソリューションが開発されている一方で、環境
モニタリング、セキュリティレビュー、安全評価、お
よびレトロスペクティブ分析（過去に遡った分析）
には、ドローン映像を手動で検査する必要が依然
としてあります。

エネルギー・資源・生産財業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

信頼性
生成AIモデルは、環境指標の解釈や生態系へ
の影響評価、地域の条件や規制の考慮に苦労
する場合があります。特にトレーニングデータ

の可用性と質は、AIモデルが多様な環境シナリオを一般化
し、処理する能力に影響を与える可能性があります。トレーニ
ングデータが不十分であったり、偏っていたりすると、分析や
要約が制限されたり、偏ったりする可能性があります。

プライバシー
ドローン映像には、個人を特定する情報、顔の
画像、機密性の高いビジネス情報など、機密情
報が含まれている場合があります。また、映像

は私有地や制限付きアクセスがある地域で撮影されることも
あります。映像を分析し要約するために生成AIを使用する際、
データの取り扱いやアクセスのセキュリティが不十分な場合、
プライバシー上の懸念や法的な影響が発生する可能性があ
ります。

期待できるメリット

人の専門知識に対する補完
スマート・ダイジェストに対する問い合わせを行うことにより、
人の間違いやコストおよび時間の制約によって重要な観察が
見逃しがないようにできます。

インサイトを得るための時間短縮
手動ドローン映像検査をダイジェストに置き換えることにより、
大幅な時間と労力を節約することができます。

エネルギー・資源・生産財業界の生成AI活用のすゝ め
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サプライチェーンインテリジェンス
生成AIは、サプライチェーン内の潜在的な混乱やリスクを特定し、
シミュレーションに役立ちます。港湾の混雑状況、出荷ルート、お
よびTier-Nサプライヤーのマッピングを評価することにより、生
成AIを使用してリスクを予測し、それらがオペレーションに与え
る影響を評価し、そのリスクを緩和するためのアクションを提案
できます。これにより、サプライチェーン管理者は、積極的に緩和
戦略を推進し、緊急対応計画を策定し、全体的な弾力性を向上
させることができます。

シナリオ分析と最適化
サプライチェーン管理者は、生成AIを使用して、現実のサプライ
チェーンを反映したデジタルツイン環境でwhat-ifシナリオを実
行できます。需要パターン、生産能力、在庫戦略、またはサプラ
イヤーの信頼度変更の影響をシミュレーションすることで、サプラ
イチェーン管理者は、リスク評価を改善し、リアルタイムな状況
に基づいた予防的な意思決定ができます。

サプライチェーン計画
サプライチェーンの専門家は、自然言語を使用して高度な計画ソ
リューションについて生成AIと対話することができます。計画、
在庫、供給保証、注文管理、グローバルロジスティクスなど、す
べてのサプライチェーン領域に関する確認が簡単にでき、経験の
浅いユーザーでも複雑なトピックやデータを扱うことができます。

サプライヤー評価
生成AIは、財務報告書、パフォーマンス指標、顧客フィードバッ
クなどのデータを分析し、サプライヤーのパフォーマンス、リスク
要因、コラボレーションの機会に関するインサイトや予測を生成
することで、サプライヤーの評価と関係管理支援ができます。こ
れにより、サプライチェーンの専門家は、サプライヤーの選択、交
渉、および管理においてデータに基づいた意思決定ができます。

弾力性のある物流と計画
（サプライチェーン最適化）

生成AIは、シミュレーション、モデリング、データ
に基づくインサイトを活用することで、サプライ
チェーンの最適化を支援できます。

課題／機会
グローバルサプライチェーンは多くの依存関係と複
数のステークホルダーとの高度な相互接続で成り
立っています。その元々持っている複雑性は、効率
性、弾力性、費用回避に影響を与え、サプライチェー
ンインテリジェンスがサプライチェーン管理の重要
な構成要素となっています。必要なのは、内部およ
び外部のソースからのデータを迅速に分析し、改
善するためのパターンや領域を特定する方法です。

エネルギー・資源・生産財業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

信頼性
サプライチェーン管理には、複雑なトレードオフ、
戦略的な考慮事項、暗黙知が関与しますが、AI
モデルはそれらを完全に捉えることができない

場合もあります。生成AIは、倫理的な考慮事項も加味し、長
期的な戦略目標をバランスよく出力することに失敗する場合
もあります。そのため、人間の判断と検証が生成AIの出力の
解釈と補完が重要な役割を果たします。

公正性と公平性
生成AIをサプライヤーの評価、交渉、契約に
使用する際、データやモデルの中のバイアスは、
不公正な推奨や差別的な行為につながる可能

性があります。公正な契約条件、社会的責任、倫理的な調達
プラクティスなどの要素を考慮することで、組織は公正かつ
透明性のある意思決定プロセスを促進できます。

期待できるメリット

弾力性のあるサプライチェーン 
サプライチェーンの弾力性を高めることで、組織は市場のダ
イナミクスの変化に迅速に対応し、リアルタイムのインサイト
と提案に基づいて新たな機会を活用するための機敏性を高
めることができます。

パフォーマンス向上 
人の介入が必要なアラートを優先し、ノイズと混乱を区別す
ることで、組織はサプライチェーンの効率向上ができます。

効率最適化 
サプライチェーン全体にわたって最適な意思決定を行うこと、
つまりサプライヤー選択からフルフィルメントまでを最適化す
ることは、コスト削減や無駄の削減、全体的な運用効率の向
上につながります。

エネルギー・資源・生産財業界の生成AI活用のすゝ め
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意識的な顧客行動の支援
エネルギー企業は、生成AIによって動力を与えられた会話型
チャットボットを使用して、顧客が特定のエネルギー使用パター
ンに基づいてエネルギー消費を調整するようにインセンティブを
与えることができます。AIモデルは、過去のデータと顧客の好み
を分析して、エネルギー使用量を削減するための個人的な戦略
を提案することができます。ピークロードを削減して送電網の安
定性を改善するために、緊急の必要性がある場合、生成AIアプ
リケーションを使用して、顧客が具体的に何をすればいいかを知
らせることができます。さらに、会話型チャットボットは、顧客が
自分たちのエネルギー使用量を理解し最適化するための教育
ツールとしても使用できます。

文書およびマップのデジタル化 
生成AIは、文書、インフラマップ、エネルギー使用記録のデジタ
ル化に使用できます。また、画像から画像への変換や画像の修復
（ノイズの除去、明るさの調整、コントラストの強調など）にも使
用できます。これにより、文書の品質が向上し、検索可能な文書
が生成され、既存のAI分類および予測ツールのトレーニングに
使用できます。

送電網レイアウトと拡張 
生成AIは、エネルギー送電網の最適な構成と拡張計画の設計
支援ができます。AIモデルは、人口密度、既存のインフラストラ
クチャ、エネルギー需要予測などの要素を考慮して、伝送損失
を最小限に抑え、効率を最大化する最適化された送電網デザイ
ンを生成できます。

エネルギートレーディングと市場分析
生成AIモデルは、規制の変更や新しい技術の導入など、異なる
シナリオ下において電力市場の動きをシミュレートすることがで
きます。これにより、エネルギー企業は、トレーディング戦略を最
適化し、より情報に基づいた投資決定を行うことができます。

より良い送電網の実現
（送電網およびエネルギー効率最適化）

生成AIは、送電網の状態や、より効率的なエネル
ギー消費をサポートする要素をよりよく理解し、損
失を最小限に抑え、送電網全体の効率を向上させ
るために使用することができます。

課題／機会
エネルギー送電網は、動的で不確実な環境で運用
される相互に連携する複雑なシステムです。エネル
ギー供給と需要のバランスを維持することは、送電
網の安定性を維持するために重要ですが、エネル
ギー需要の変動を予測し、管理することは困難で
す。断続的な再生可能エネルギー源（例：太陽光）
の統合は、天候条件に依存するため、供給と需要
のバランスを取ることをさらに複雑にします。また、
規制、政策、市場構造も、技術的最適化のバラン
ス能力を制限しています。

エネルギー・資源・生産財業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

プライバシー
生成AIを顧客行動分析やチャットボットのイ
ンタラクションに使用する場合、機密性の高
い顧客データを扱うことなります。リスクには、

データ侵害や顧客情報やチャットログへの不正アクセスが
含まれ、リスク軽減には、堅牢なセキュリティ対策、顧客
データ保護、プライバシー規制遵守が必要です。

セキュリティ
生成AIモデルは、悪意のある攻撃者によって
入力が操作され、システムを欺いたり悪用した
りするアドバーサリアル攻撃に対して脆弱です。

例えば、エネルギートレーディングの決定に影響を与えたり、
送電網の運用を妨害することがあります。このようなリスクを
軽減するには、堅牢なセキュリティ対策と定期的なテストが
必要です。

期待できるメリット

エネルギー源の多様化 
生成AIは、変動する再生可能エネルギー源の統合を支援し、
安定性と信頼性を維持します。

ダイナミックな需要対応 
生成AIを使用して送電網の現在の状態をより正確に把握す
ることで、企業は需要の変動により適切に対応することがで
きます。

持続的な最適化 
トレンド、データ、および文書がより多くデジタル化され、時
間とともに分析されるにつれて、生成AIは効率最適化と需
要管理の持続的な改善を可能にします。

エネルギー・資源・生産財業界の生成AI活用のすゝ め
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金融サービス業界の 
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感情分析や顧客分析などにおいて生成AIと他のAIを組み合わせると、 
製品の提供や顧客とのエンゲージメントにおける高度なパーソナライゼーションを 
実現することができます。

金融サービス業界（FSI）は、データ集
約型業界であることから、ビジネス成
功のチャンスがある一方で、運用と効

率性における課題も同時に存在しています。デー
タ分析結果に基づいたインサイトをビジネスと顧
客の利益に活用するための作業は多大な時間とコ
ストを要します。さらに、データの量と複雑性は、
顧客中心のアプローチの実現を妨げることもあり
ます。金融サービス業界は、ビジネスの自動化や
データ駆動型の意思決定に機械学習を利用するこ
とによって、すでに一部の業務を自動化することに
成功しています。生成AIの登場により、これらの取
り組みが劇的に向上し、加速、拡大できます。

金融サービス業界における生成AIの潜在的な価
値は、データ分析結果を利用する下流工程のツー
ルとしてではなく、他の機械学習モデルやアプリ
ケーションと連携して働く強力な補完的なツールと
して機能します。AIの活用と導入において既に一
定の成果を上げ、洗練された戦略を持つ企業は、
生成AIを孤立したモデルとしてではなく、複数のモ
デルが一緒に働くシステムの一部として位置づけ
ています。ここでは、一つのモデルから得られたイ
ンサイトや出力が、他のモデルの機能や方向性を
形成するために使用されます。

生成AIのビジョンは多面的です。大局的な視野で
見ると、生成AIの導入は、金融サービス業界の企
業が商品中心のアプローチから、顧客を中心に設
計されたアプローチへと完全に移行するための有
効なツールとなり得ます。AIを活用することで、顧
客ライフサイクル管理を強化し、活性化することが
可能となります。また、感情分析や顧客分析などに
おいて生成AIと他のAIを組み合わせると、製品の
提供や顧客とのエンゲージメントにおける高度な
パーソナライゼーションを実現することができます。
これにより、新規及び既存のビジネスを拡大し、顧
客の期待に応じたカスタマイズされた製品とサー
ビスを提供することが可能となります。

金融サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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生成AIは、人間が追いつけない速度で新しいデータパイプラインからの 
情報を取り込み、モデルの開発や調整を劇的に加速させるために活用できます。

これが生成AIのより深い価値であり、単なる個別
の応用というよりは、より広範なデータ基盤やAI
戦略を支える有効な要素と位置付けられるもので
す。生成AIは、人間が追いつけない速度で新しい
データパイプラインからの情報を取り込み、モデル
の開発や調整を劇的に加速させるために活用でき
ます。これによって時間、コスト、リスクを削減し、
企業全体のデジタル変革に大いに寄与します。ま
た、複雑なレポートや分析結果を生成し、顧客や
従業員にそれを提供し、経営陣の意思決定を形成
し、不正、無駄、そして悪用を検出することができ
ます。

確かに、データ漏洩や出力の不正確さなどのリス
クも存在します。しかし、生成AIを組織の広範なテ
クノロジー・スタックやAIプログラムに統合するこ
とは、金融サービス業界において優先事項となっ
ています。コスト削減、市場投入のスピード、顧客
エンゲージメント、そして規模拡大能力は、単なる
付加価値を生み出すだけでなく、企業のDNAその
ものを変革する力を持つ可能性があります。

金融サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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生成AIがどのように役立つのか

人材を飛躍的に向上する
生成AIは、クラウドとデータの変革における1つのコン
ポーネントとして、企業横断的に、アプリケーション、デー
タエンジニアリング、機械学習、フロントエンド開発など
に取り組む開発者を支援するために活用できます。

コード開発の支援
組織が新たなデジタルおよびクラウドの機能を探求する
中で、開発チームは、生成AIをパフォーマンスを向上さ
せる強力な手段として活用することで、コード作成、デ
バッグ、ドキュメント作成、さらには、アイデアをコードに
起こす作業を加速し、簡素化することができます。

ソフトウェアへのより短い道筋
変革における成功は、一部には、新しく有効なソフトウェ
アをどのくらい速く展開できるかにかかっています。生成
AIをソフトウェア開発に使用することで、ライフサイクル
を短縮し、より速く安定した展開可能なバージョンを作成
できることがあります。具体的には例えば、API、ETL、デー
タパイプライン、またはUIのコードの素早い作成に役立
ちます。

迅速かつ確信を持った変革
（デジタルトランスフォーメーションのためのコードアシスタント）

生成AIは、コードアシスタントを通じて銀行がよ
り速いペースでデジタル化を進めることを可能に
します。

課題／機会
多くの金融サービス業界の企業が、AIツール活用
の準備段階として、クラウドトランスフォーメーショ
ンやデータトランスフォーメーションを進めています。
これらのトランスフォーメーションは、データを整理
しクラウドへ移行することで、旧来のハードウェア
を廃止し、人間がより価値ある作業に集中できるよ
うにすると同時に、オンプレミスのインフラ関連コ
ストを削減することが目的です。しかし、このような
変革は、大規模な取り組みとなり、長期間のリード
タイムと高いコストを伴うことがあります。また、失
敗やエラーのリスクもあります。

金融サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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迅速かつ確信を持った変革

リスク管理と信頼の促進

信頼性
プログラミング関連の作業を部
分的に自動化するには、システ
ムが確実に利用可能で、かつ

精度が高い必要があります。もし、システム
の利用可能性が許容可能な水準で保証でき
ない場合は、自動化の利益とコードに誤りや
バグが発生するリスクを天秤にかけて考えて
みてください。

責任
基盤モデルのトレーニングデー
タには、知的財産権や著作権
侵害に関連する法的リスクが

生じる可能性があります。もしトレーニング
データに著作権のある素材が含まれる場合、
モデルを展開する組織は、トレーニングセッ
トに知的財産が存在することが企業に対する
法的な問題を引き起こす可能性について評
価する必要があります。

セキュリティと 
プライバシー
生成AIの使用により、自社の
独自コードが第三者に晒され

る可能性があり、データの安全性やアクセス
制御についての問題が生じます。機密性の高
い知的財産の意図しない漏洩は、企業に重
大な影響を与える可能性があります。

アカウンタビリティ
生成AIの使用は開発者作業を
加速することができますが、「人
間参加型のAI活用（Human 

in the loop）」でない場合（例えば、コード
の検証やデバッグがない場合）、重大な障害
が発生する可能性があります。アカウンタビリ
ティを確保するためには、生成AIを使用する
従業員のための基準や期待値を文書化し、伝
達することまで含まれる場合があります。

期待できるメリット

変革コストの削減
ソフトウェア開発ライフサイクルを短縮することで、組織はデジ
タルおよびクラウド変革の総コストを削減することができます。

デジタル参入のハードル低下
生成AIを活用することで、どんな規模や能力、そして技術レ
ベルの金融サービス業界の組織でも、以前は難しかったデジ
タル化やクラウドへの移行が可能になります。

金融サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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ユーザーとデータベースをつなぐ有効なインターフェース
生成AIの機能は既存ソリューションの上に構築され、
ユーザから検索レイヤーへのアクセスを容易にするため
に使用されます。検索レイヤーとデータベースの間のイン
ターフェースを提供し、ユーザがすべての企業データを容
易にマイニングし、構造化された分析レポートを生成する
ことを可能にします。

インサイトへの迅速なアクセス
生成AIをインターフェースとして使用して異なるデータ
ソースの検索や分析する能力を持つことで、企業は従来
のビジネスインテリジェンス手法を進化させ、インサイト
を生成するために必要な時間を劇的に短縮することがで
きます。同時に、従業員のビジネスインテリジェンスへの
アクセス性を向上させることができます。

すぐに利用できる 
ビジネスインテリジェンス
（企業全体のデータ検索とアクセス）

自然言語インターフェースを通じて、企業のデータ
検索から得られるビジネス情報を全ての人が利用
できるようにしましょう。

課題／機会
多くの銀行や保険会社では、データはローカルPC
からクラウドストレージまで、色々な場所に保存さ
れています。これにより、異なるデータベースを効
果的に検索することや、関連情報を効率的に取得
することが困難になっています。さらに、時間の経
過とともに合併や買収が行われることがあるため、
データの場所やデータベースの多様性がさらに複
雑になり、インサイトを得るためのデータマイニン
グを妨げます。金融サービス業界は情報集約型で
あり、すべてのデータを容易に検索できない場合、
結果として、企業リスクが増大し、顧客の不満を高
める可能性がある、より不完全または不十分なイ
ンサイトをもたらします。

金融サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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すぐに利用できるビジネスインテリジェンス

リスク管理と信頼の促進

責任
ガバナンスとコントロールに関して、より広い範
囲の従業員により多くのデータアクセスを許可
する一方で、組織は、機密性の高いビジネス

データへのアクセスが許可される人を制限するという、より
複雑な課題に直面する可能性があります。

信頼性
モデルの信頼性に関する既知の課題と、ハルシ
ネーション（AIが事実に基づかない虚偽の情
報を生成する現象のこと）の可能性を考慮する

と、銀行や金融サービス機関は、生成AIから導き出されたイ
ンサイトが不正確または誤っているというリスクに直面してい
ます。これは、意思決定に影響を与え、最悪の場合、市場全
体に悪影響を及ぼす可能性があります。

プライバシー
機密性の高い情報や独自の情報を扱う場合、
組織はデータのセキュリティを確保し、トレーニ
ングデータやテストデータからそのようなデー

タを削除または曖昧にする必要があります。また、モデルを
評価して、機能の不具合や標的型攻撃によって保護された情
報が「漏れる」可能性があるかどうかを判断する必要があり
ます。

期待できるメリット

技術的なハードルが低い
生成AIを検索とデータのインタフェースとして使用することで、ビジネ
スユーザーは、深いプログラミングの知識がなくてもデータベースを検
索し、カスタマイズされた結果を得ることができます。これにより、ITお
よびデータサイエンスチームに追加の負担をかけることなく、より多く
の従業員がビジネスインテリジェンスにアクセスできるようになります。

データに基づく意思決定の新たなレベル
企業のすべてのデータにリアルタイムでアクセスすることで、
インサイトに基づいた意思決定を行うインサイトドリブンな組
織になり、適切なタイミングで正しいインサイトにアクセスす
ることで、成長の機会を増やすことができます。

金融サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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モデルトレーニングの改善
生成AIは、機械学習モデルのトレーニングデータを補完
するために、素早く合成データを作成するために使用す
ることができます。この合成データは、デジタルおよびク
ラウドの変革を支援し、加速するために使用されます。こ
のように、生成AIは企業の広範なAIイニシアチブを補完
し、他のAI展開を促進する役割を果たします（他のAI展
開を置き換えるのではなく）。

異常イベントの検出を強化する
異常イベントの希少性は、不正、無駄、悪用の発生を検
出するための機械学習システムのトレーニングを困難に
することがあります。しかし、生成AIを使用して合成デー
タを作成することで、AIシステムはより多くの例を持つこ
とができ、データ内のパターンや異常を見つける能力が
向上します。

組織のサイバーセキュリティの強化
合成データが不正の特定に向けたモデルをトレーニング
するために有用なように、敵対的な合成データもまた有
用です。それは、サイバーセキュリティのリスクを発見し、
それを軽減するモデルをトレーニングするためのツールと
して、また仮想アシスタントに対するユーザーの詐欺行為
を見抜くためのトレーニングにも活用できます。

欠損データ問題の解決
（合成データの生成）

モデルトレーニング、異常検知、サイバーセキュリ
ティおよび不正攻撃の特定のために合成データを
生成することができます。

課題／機会
欠損データは、金融サービス業界にとって大きな
課題です。データセットが不完全であったり、デー
タの転送が制限されたり、データ内で異常が適切
に表現されていない可能性があります。合成デー
タを使用することで、これらの課題を克服すること
ができます。クラウドへの移行では、データガバナ
ンスに関するリスクや規制により、データ移動に時
間がかかる場合があります。合成データを最初に
使用することで、よりスムーズで効率的な移行が可
能になります。また、不正、無駄、悪用を特定する
ための機械学習異常検知システムは、過去のイベ
ントのデータに基づいてトレーニングされますが、
その希少性とその周りのデータの不足は、異常を
評価することをより困難にする可能性があります。

金融サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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欠損データ問題の解決

リスク管理と信頼の促進

公正性と公平性
合成データを生成する際に重要なリスクとなる
のは、過去の偏見が生成されたデータに入り込
み、その偏見が継続して残る可能性があること

です。この偏見は必ずしも意図的ではなく、過去に銀行取引
を行っていなかった特定のコミュニティや立場の人たちが
データ上で過小に偏って表れる場合などがあります。

信頼性
生成AIで作成された合成データは、その範囲
や規模に制限があるため、実世界のデータを
完全に反映しているわけではなく、正確である

と仮定すべきではありません。合成データに過度に依存する
ことは、データの信頼性に問題を引き起こす可能性があり、
そのアウトプットやモデルトレーニングの妥当性や有用性を
妨げることがあります。

期待できるメリット

クラウドへのより速い道筋
生成AIで作成された合成データは、移行をスムーズかつ効
率的に行うことで、デジタルおよびクラウドの変革を加速する
ことができます。

固定無線アクセス（FWA）課題への対処
合成データを使用して、新種の不正など、稀なまたは未知の
イベントについて、機械学習システムをトレーニングすること
ができます。

セキュリティの信頼性
敵対的な合成データは、サイバー脅威からデジタル資産を強
化するための企業全体の最重要課題に貢献します。

金融サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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解釈を容易にするための結果の簡約化
生成AIは、既存の検索エンジンからの結果を要約し、フィ
ルタリングしてメタレポートに情報を提供するために使用
できます。また、顧客を担当する人向けに情報要約もで
きます。

レポートに情報を提供するための研究と分析
生成AIは、他の機械学習モデルと共に、予備的なデータ
検索やメタ分析を実施するために使用することができま
す。これにより、本人確認（KYC）プロセスを加速するこ
とができます。

新規顧客についての深い理解
（調査に基づいたレポート作成）

新規顧客に関する報告を作成し、それを要約して、
顧客獲得に関する従業員の意思決定に情報を提
供できます。

課題／機会
新規顧客は、成長中の金融サービス業界企業にとっ
て重要な存在です。しかし、顧客を迎え入れるため
の手続きは、手間と時間がかかるものです。さらに、
本人確認（KYC/Know Your Customer）の基準
と規則により、金融機関は経済の見通しやエクイ
ティリサーチ（株式調査）、マスメディアの評価、新
規見込み顧客に対する事前調査などに基づいて、
顧客についての詳細なレポートを作成する必要が
あります。これらの作業は人手が必要で、特にデー
タの調査には多くの時間とリソースを必要とします。

金融サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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新規顧客についての深い理解

リスク管理と信頼の促進

信頼性
生成AIを使用して検索や分析を行う場合、重
要な情報をスキップしたり誤解したりする可能
性があり、メタ分析の結論を歪め、正しい意思

決定を妨げる可能性があります。例えば、新規の顧客が誤っ
てリスクが高いと評価された場合、顧客担当者がその顧客と
関わる機会を逃してしまうことになります。その結果、収益を
得る機会を逃すだけでなく、顧客との関係構築も損なわれる
ことになるのです。

プライバシー
顧客の財務情報または個人を特定する情報を
扱う場合、企業はデータプライバシーに関する
法的および規制基準に直面します。生成AIを

使用する場合、組織は、機械学習モデルのアウトプットを通
じて機密情報が誤って漏洩しないようにするための措置を講
じる必要があります。また、モデル、基になるデータ、および
その参照先の顧客データにアクセスできる人物を管理する必
要があります。

期待できるメリット

タイムリーなインサイト
より迅速かつ効率的な検索や分析により、意思決定者はより
最新の情報やインサイトを得ることができ、新規顧客獲得に
おけるより良い、よりタイムリーな意思決定を可能にします。

コスト削減
報告書の生成プロセスを簡素化し、効率化することで、コス
トのかかる労働時間をより有益な業務に割り当てることがで
きます。

効率性
ユーザーは、必要な情報へのアクセスや情報の利用が容易
になることで、時間と手間を大幅に節約できます。

金融サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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ユーザーの感情に寄り添うパーソナライズされた 
インターフェース
生成AIは、他のAIモデルと組み合わせることで、顧客に
対してよりパーソナライズされた体験を提供するインター
フェースを作り出すことが可能です。具体的には、共感を
込めて回答やインサイトを提供するように生成AIモデル
をトレーニングすることができます。これにより、従来の
チャットボットが抱える、共感を表現することが難しい、と
いう問題の一部を解決することができます。

より高度なAIアシスタント
生成AIを使用することで、チャットボットのインターフェー
スが大幅に使いやすく、アクセスしやすくなります。大規
模言語モデル（LLM）を活用することで、パーソナルデジ
タルアシスタントは契約内容を要約したり、複雑な質問
に対応したりすることが可能になります。また、顧客はテ
キスト、音声、画像など、さまざまな形式のインターフェー
スを選択して利用することができます。

生成AIによる顧客サポートの強化
（ファイナンシャル・ガーディアン）

生成AIによって強化されたパーソナルバーチャル
アシスタントは、顧客の日常的なニーズに対応す
ることができます。

課題／機会
金融サービス業界の企業にとって、顧客サービスと
関係維持は極めて重要です。特に、金融商品中心
のビジネスモデルから顧客中心のものへと変革す
る過程では、その重要性が増します。それに伴い、
企業は顧客からの一般的な問い合わせから複雑な
問題まで、迅速かつ正確に解決し、顧客が求める
スピーディーな対応を提供することが急務となって
います。しかし、金融サービス業界のデジタル化が
進む中で、顧客の疑問に対応できる担当者との接
触機会が減少しています。これは、顧客が今日求
めているパーソナライズされたサービスというニー
ズと逆行している状況です。

金融サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

責任
生成AIを活用したシステムは大半の場合、有
益なアドバイスや推奨を提供できますが、組織
や顧客がその結果に過度に信頼を寄せすぎる

と、問題が生じる可能性があります。生成AIは絶対に間違え
ないというわけではなく、生成AIシステムへの過度な依存は、
顧客の行動に悪影響を与え、それが金融リスクを増大させる
可能性があります。

プライバシー
顧客がデジタルインターフェースを介して機密
情報や個人を特定できる情報を入力する場合、
金融サービス企業は、その機密情報の送信、保

管、アクセス方法を規定する法律や規則に従う義務がありま
す。これを怠ると、法的な危険性が高まり、企業がより大きな
サイバーリスクにさらされる可能性があります。プライバシー
保護に関する法律や規制を遵守することは、顧客の信頼を築
き、企業の評判を守るためにも重要です。したがって、金融
サービス企業はプライバシーに関する最新の法的要件を把握
し、遵守することが不可欠です。また、セキュリティ対策を強
化し、顧客データの保護を確保するために、適切な技術とプ
ラクティスを採用することも重要です。

透明性
ユーザーは、自分の情報がどのように扱われる
のか、また、自分がAIと対話していることを明
確に理解する必要があります。同時に、企業側

もAIからの結果を解釈し、生成AIモデルがどのような理由
で、どのようにその結果を導き出したのかを理解する必要が
あります。

期待できるメリット

顧客満足
手軽にアクセスでき、迅速な回答が得られることで、よりパー
ソナライズされた高い満足度の顧客体験が生まれます。その
結果として、顧客ロイヤルティを示唆するネットプロモーター
スコア（顧客が自社の商品やサービスを他人に推奨する可能
性を示す指標）が上昇するでしょう。

効率と成長の好循環
顧客のロイヤルティやブランドイメージの向上がビジネス成長の原動力
になります。しかし、それだけでなく、生成AIをバーチャルアシスタント
の一部として活用することで、業務効率も向上します。生成AIを使った
インターフェースにより、より多くの顧客に対応できるようになり、人間は
複雑な問題の解決や新規顧客の獲得に注力することができます。

従来よりもパーソナライズされた包括的な金融取り引き
銀行のアプリケーションが価値あるパーソナライズされた体
験を提供していると顧客が感じたとき、それは顧客の提供す
るサービスへの関心・興味を高めます。これは、顧客の経済
的な安心感だけでなく、企業の成長も後押しするものです。

金融サービス業界の生成AI活用のすゝ め



65

テキ
スト

ビデオ

3D
／
特
定
分
野
特
化

音声
コード

画
像

画
像

テキ
スト

ビデオ

音声

成長

03

05

04

06

02

01
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さまざなま観客に対するカスタマイズされた資料
生成AIは、適切なトーン、言語、文化的な言及を含むマー
ケティング資料を作成するために使用できます。同時に、
消費者が商品を理解しやすくすることで、規制遵守を維
持することができます。特定の地域における文化的な違
いに対応し、地域に合わせたカスタマイズされたマーケ
ティング資料を作成することで、企業は市場への参入を
促進し、競合他社との差別化を図ることができます。AI
によるカスタマイズされた資料作成は、企業にとって時間
とコストを節約するだけでなく、規制遵守を維持するため
の重要な要素となるでしょう。

個人に合わせたセールスの大規模化
生成AIを活用することで、記入サービス業界の組織は
個々の顧客に合わせたマーケティング資料を作成する能
力を獲得し、大規模に実施できます。これにより、企業は
個人に合わせたセールスを実現することができ、顧客と
の関係を強化し、長期的なロイヤルティを促進することが
できます。また、個人に合わせたマーケティング資料を自
動生成することで、企業は効率的にマーケティング活動
を展開し、競合他社との差別化を図ることができます。個
人に合わせたセールスの実現は、金融サービス業界にお
いて顧客のニーズに合わせたサービスを提供するための
重要な要素となるでしょう。

個人向けカスタマイズされた 
マーケティング
（従来よりもカスタマイズされた営業およびマーケティングアシスタント）

さまざまな地域での規制に準拠したマーケティン
グ資料を作成します。

課題／機会
金融サービス業界のマーケティング運用は、誤った
販売や誤情報などの問題に対して、ますます規制
当局の監視下に置かれるようになっています。多国
籍企業にとっての課題の一つとして、文化的な違い
や商品に対する顧客の理解度の違いにより、特定
の地域で企業に対する規制リスクを生み出すこと
があることです。この問題を解決するため、金融
サービス業界の組織は、規制に準拠したマーケティ
ング機能を維持することを手作業で実施し、多大
な時間とコストをかけています。しかし、技術の進
歩により、AIを活用することで、さまざまな地域で
の規制に準拠したマーケティング資料を自動的に
生成することが可能になっています。これにより、
企業は手作業による作業負荷を軽減し、コストを
削減しながら、規制遵守を維持することができます。
AIによるマーケティング資料の生成は、金融サービ
ス業界において重要な機会となるでしょう。

金融サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

信頼性
生成AIに基づくマーケティングが価値を持つた
めには、組織がアウトプットの妥当性を信頼で
きる必要があります。生成AIは幻覚を見やすい

可能性があり、ある商品を他の商品よりも宣伝するマーケティ
ングを作成する任務を負うと、生成AIは嘘を説明してしまう
リスクがあります。これは規制違反の可能性があり、罰金や
その他の罰則が課される可能性があります。生成AIの信頼
性を高めるには、内容を理解した人がアウトプットの検証を
行うことです。

公正性
データセットには、組織が気付いていない潜在
的なバイアスが含まれている場合があります。
これは、データの取得方法、記録方法、および

管理方法に起因する可能性があります。特に複数の地域での
運用時には、複雑化します。生成AIシステムのトレーニング
に使用するデータセットや評価するデータセットを検討し、未
知のバイアスが重要な地理的および文化的な違いを反映せ
ず、マーケティング資料が不足する可能性を考慮してください。
公正性の確保は、生成AIを活用する際に重要な要素です。
バイアスを排除し、公平で包括的なマーケティング資料を作
成するために、データセットの品質と選択に対して慎重なア
プローチが必要です。

期待できるメリット

個人レベルのマーケティング
従来よりもカスタマイズされたマーケティングは、企業を顧客
エンゲージメントと顧客獲得の新たな段階に導きます。これ
は手作業では実現できません。

自信を持ったコンプライアンス
生成AIをマーケティング開発に使用すると、コンテンツが多
くの地域で規制の期待に沿ったものとなり、規制リスクが軽
減されます。

マーケティングROIの向上
顧客に合わせてカスタマイズしたパーソナライズド・マーケ
ティングは、新規販売をサポートし、顧客関係を強化し、マー
ケティング活動のコストを削減すると同時に、アウトリーチと
エンゲージメントの適時性を向上させることができます。

金融サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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バーチャルダメージレンダリング
生成AIは、仮想的に被害を再現・視覚化するために使
用することができます。そのような被害は、顧客との会話、
損傷文書、写真、公式報告書、および他の関連するメディ
アに基づいて再現・視覚化されます。このようにデータ
を視覚化することで、担当者は損害の程度や費用を評価
する際により良い判断をすることができます。バーチャル
ダメージレンダリングは、請求処理を迅速かつ正確に行
うために有用なツールです。

自動請求レポート
生成AIを使用すると、証拠写真に基づいて保険金請求レ
ポートを生成できます。

保険金請求の完全性確保
（自動請求レポート）

生成AIは、記述や写真に基づいてレポートを自動
生成するために使用できます。

課題／機会
損害保険の保険金請求手続きにおいて、保険金請
求担当者は、発生した事象が保険対象であったか
どうか、保険対象であった場合はその損害額と費
用を決定する必要があります。これらのプロセスは
複雑で時間がかかるため、代理店には意思決定を
サポートするツールがほとんど提供されていません。

金融サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

信頼性
被害の視覚化には高い精度が必要であり、誤っ
た生成AIの出力は、請求の誤った支払いを引
き起こす可能性があります。これにより、過払い

（組織にとっての損失）や不足支払い（顧客にとっての損失）
が生じる可能性があります。したがって、信頼性の高い生成
AIの使用と、正確な損害評価のための適切な検証プロセス
が重要です。

アカウンタビリティ
もし請求担当者が生成AIを使用して請求処理
の一部を自動化するものの、その生成AIモデ
ルがどのようにアウトプットを導出し、費用や損

害評価にどのように貢献したかを顧客に説明できない場合、
顧客は請求処理の結果を受け入れない可能性があります。し
たがって、請求担当者は顧客に対して生成AIモデルの動作
や関与度合について明確に説明することが重要です。アカウ
ンタビリティは、顧客との信頼関係を築き、請求処理の結果
を受け入れてもらうために不可欠な要素です。

期待できるメリット

コスト削減
請求処理がより迅速に行われ、損害評価がより正確である場
合、労働時間や請求支払いのコストを削減することができま
す。したがって、生成AIを使用して請求処理を自動化するこ
とは、組織にとって重要なコスト削減手段の一つとなります。

顧客満足度
請求処理をより迅速に、より少ない管理で行うことで、迅速か
つ合理的な裁定と支払いにより顧客満足度が向上します。

不正の特定
より迅速な請求処理は、潜在的な不正をより迅速に特定し、
請求と支払いの完全性を確保するのに役立つという利点が
あります。

金融サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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生成AIがどのように役立つのか

顧客の目の前に銀行が来る
生成AIによって可能になるバーチャルスペースを利用す
ることで、顧客はVRヘッドセットを使って金融機関と取
引を行い、自宅で快適にサービス担当者とやり取りする
ことができます。顧客にとって便利な方法でやり取りがで
き、顧客にとって利便性が高まります。

さらにパーソナライズされたサービス
生成AIエージェントは、顧客の口座や金融ニーズに関す
る質問に対して、会話形式でカスタマイズされた回答を
提供することができます。これにより、企業は顧客の個人
的な体験に対する願望に応える一方で、より多くの人間
のカスタマーサービス担当者を追加することに伴うコスト
を回避することができます。

サービスのスピードと品質
仮想スペースでは、会話エージェントが顧客データにリア
ルタイムでアクセスすることができ、より迅速で高品質な
サービスや提供を提供することができます。

仮想銀行体験
（VR対応のリテールバンキング・センター）

生成AIを活用したバーチャル・リアリティのカス
タマー・エージェントは、リテール・バンキングの
体験や取引を変えることができます。

課題／機会
銀行は、顧客に口座、サービス、提供物との対話手
段を複数提供することを目指しています。デジタル
サービスが拡大するにつれ、顧客はエッジデバイス
を介してリモートで銀行取引を行うことを好むかも
しれません。これらの仮想取引には依然としてエー
ジェントが必要であり、行員は顧客サービスにおい
て最もコストがかかる要素です。特に必要な3つの
レベルの顧客サポートがある場合には、仮想取引
を自動化するのにチャットボットが役立ちます。しか
し、既存のチャットツールは特定の事前にプログラ
ムされた対話とオプションに限定されています。AI
は現時点では限られた会話しか処理できません。

金融サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

透明性
生成AIによって可能になるチャットボットの回
答能力により、顧客が機械とやり取りしている
ことに気づかないリスクがあります。信頼を促

進するために、顧客にはチャットボットが人間ではないことだ
けでなく、入力や情報の保存、アクセス、使用方法について
も理解してもらう必要があります。

公正性と公平性
チャットボットのトレーニングや情報提供に使用
されるデータセットには、顧客グループの不均
衡などの潜在的なバイアスが含まれる場合が

あります。また、一部の言語には意味の不足があるかもしれ
ません。未処理のバイアスの結果、モデルは一部の顧客にとっ
てうまく機能しない場合があり、顧客にとって悪い印象や苦
情につながる可能性があります。

アカウンタビリティ
信頼性やデータ品質に関する問題があり、
チャットボットが誤ったデータや推奨を出力した
場合、人間の関係者が結果に責任を負う必要

があります。組織は、「人間参加型のAI活用（Human in 
the loop）」により、役割と責任を文書化することで、説明す
ることができます。

期待できるメリット

顧客中心の体験
生成AIによって可能になる仮想銀行体験は、顧客ごとにカス
タマイズされたデジタルの代表者を登場させ、顧客の希望す
る言語でよりタイムリーに会話することができます。

人的資本の解放
会話型のチャットボットがほとんどの顧客問い合わせに対応
するため、人の労働力は、最も複雑なまたは価値を生み出す
活動や顧客サービスに集中することができます。

コスト抑制
仮想エージェントにより、人的労働力を拡大せずに銀行がよ
り多くの顧客にサービスを提供することができ、顧客サービス
のコストを抑えることができます。

金融サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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より速く、より正確な分析
市場分析において生成AIを活用することで、人間のアナ
リストをサポートし、彼らの作業を加速することができま
す。同時に、より正確な市場予測を提供する可能性もあ
ります。

収益ドライバー
アナリストの能力を向上させることで、企業はより多くの
収益を上げることができます。これにより、顧客と企業の
両方にリターンが生まれます。

リアルタイムのリスク軽減
予測分析を活用することで、生成AIはリアルタイムで投
資リスクを軽減するのに役立ちます。ポジションをヘッジ
するための取引戦略を作成することができます。

大規模なデータ処理
生成AIは、さまざまな種類のデータを活用する能力を
持っており、自然言語処理の能力を向上させることがで
きます。人間のアナリストよりもはるかに大規模かつ高速
なスケールで、センチメントやニュース分析を行うことが
できます。

次世代の市場分析
（予測取引アルゴリズム）

生成AIを活用して、収益性をサポートするための
多くの取引をより迅速に特定することができます。

課題／機会
有益な取引を特定し、それを活用するには、テクニ
カル分析、ニュースとレポート、業界データなど、
リアルタイムでアクセスできるすべての情報が必要
です。アナリストはこれらの膨大な情報を活用し、
市場を理解・予測し、慎重に売買判断をする必要
があります。金融企業にとっての課題は、市場分析
が多くの面で時間のかかる手作業のプロセスであ
ることです。

金融サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

信頼性
生成AIは、幻覚のようなデータポイントや結論
に基づいていても、完全に自信をもって誤った
出力を提供する可能性があります。生成AIは

アナリストが市場を正確に予測するのに役立つ一方で、信頼
性の低い出力に基づいた決定は、悪い結果をもたらすリスク
があります。これは、人間が単独で作業する場合よりも悪い
結果をもたらす可能性があります。

アカウンタビリティ
生成AIの出力に対する信頼性は、ステークホ
ルダーが機械がどのようにしてどうしてその結
論に至ったかを理解する必要があります。生成

AIのアウトプットの人間による検証は依然として必要であり、
AIライフサイクルの各段階で複数のステークホルダーにモデ
ルの説明が必要です。

期待できるメリット

効率性、正確性、収益性
より速く、より正確な市場分析により、企業は取引量を増やし、
リアルタイムで分析を検証し、リスクを軽減しながらより大き
な収益を生み出すことができます。

コスト削減
市場分析プロセスの一部を自動化することで、人間のアナリ
ストはより複雑なタスクや価値を生み出すタスクに集中する
ことができます。

金融サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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運用効率性
リスクおよび不正の特定のためのリアルタイムのモニタリ
ングと検証は、運用効率性とコスト削減に直接的な影響
を与えます。

規制コンプライアンス
リアルタイムで関連するデータと文脈情報にアクセスでき
る能力は、規制や業界標準に準拠するためのコンプライ
アンス活動を支援します。

正確性の向上
組織が顧客データ、業界データ、リアルタイムの更新に
基づいてリスクを評価する場合、組織はより正確かつ効
果的なリスク評価を行うことができます。

合成データ生成
不正取引を反映した合成データを作成することで、モデ
ルをトレーニングしてリスキーなシナリオをより良く識別
し、不正的なパターンを予測し、全体的な不正率を低下
させることができます。

発生したリスクの軽減
（リアルタイムのリスク管理）

生成AIは、企業のリスク管理活動を支援するため
の強力なツールとなります。

課題／機会
企業のリスク管理は、誤りに対する許容度が低く、
コストと労力がかかるプロセスです。規制やコンプ
ライアンスの要件により、金融機関はクレジット、
投資、不正、サイバーセキュリティに関連するリス
クを評価・管理する必要があります。しかし、リス
ク評価は、本人確認、クレジット評価、クレジット
カードデータ、住宅ローンデータなど、さまざまな
データソースに基づいて行われます。複数の市場に
数千万人の顧客がいる場合、リスク管理は非常に
複雑で、時間とコストがかかり、人為的なミスが発
生する可能性があります。

金融サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

公正性と公平性
リスク評価に使用されるデータソースの偏りは、
生成AIモデルが不平等な顧客リスク評価を出
力する可能性があり、それが不公平な決定や不

平等な扱いにつながる可能性があります。これは、ブランド
の評判や顧客満足度に関する問題だけでなく、コンプライア
ンスの問題も引き起こす可能性があります。

アカウンタビリティ
生成AIを使ったシステムがリスクを見逃し、組
織が顧客に対して誤った決定を下した場合、シ
ステムはその結果について責任を負うことがで

きません。ステークホルダーの役割と責任を文書化し、リスク
管理プロセスの一部として出力の検証を確立する必要があり
ます。

セキュリティ
リスク管理には機密情報が含まれるため、デー
タにアクセスするモデルは、誤って権限のない
第三者に顧客データを漏洩しないように、安全

に保護する必要があります。

期待できるメリット

収益性の向上
直接的および間接的な投資リスクを軽減し、不正を減らすこ
とは、組織の帳簿価値と収益性に直接的な影響を与えます。

コンプライアンスの推進
堅牢でリアルタイムなリスク評価により、組織は新規リスクや
トレンドにより迅速に対応でき、その結果、リスク管理に関す
る規制要件に迅速かつ適切に対応する柔軟性を持つことが
できます。

金融サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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政府・公共サービス（G&PS）業界では、
各機関が市民のニーズを満たし、限ら
れた予算から最大の投資収益を引き出

すために働いています。生成AIを活用したチャッ
ト機能は、市民の問い合わせに対応するだけでな
く、請負業者の資格、既存の契約、入札に関する
質問に回答するための最新情報へのアクセスなど
の調達機能にも使用できます。生成AIの登場によ
り、最先端のAIを使用して公共産業の変革を強化
し、新しいレベルへと加速させます。

現在の生成AIを活用した自然言語処理能力には、
政府が市民とのやり取りを行ったり、職員の職務
遂行を革新する可能性があります。職員は、市民
とのやり取りを改善し、コミュニケーションをカスタ
マイズし、市民のニーズを特定して適切な解決策を
提案するための新しいツールを手に入れました。こ
れにより、優れた市民サービスレベルをサポートし、
効率性、パーソナライゼーション、データに基づく
意思決定を改善することで、公的資金の価値を最
大化することができます。

また、生成AIアプリケーションは、管理業務（例：
報告）を自動化するのに役立ち、膨大な政策文書
を分析して要約することができ、ケースノートを分
析して市民サービスに役立てることができます。生
成AIを活用したチャット機能は、市民の問い合わ

せに対応するためだけでなく、最新の調達情報へ
のアクセスして質問に回答するなど、調達機能に
も使用できます。これにより、請負業者の資格、既
存の契約、調達に関する質問に対応することがで
きます。

各機関は、これらの応用および他の応用に生成AI
をどのように活用できるかを調査しています。生成
AIの導入には、展開におけるセキュリティ、公正性、
透明性、コンプライアンスの評価に関する重要な
考慮事項があります。モデルのガバナンスには、リ
スクを軽減しながら市民と職員のパフォーマンスの
期待に応えるために、人々、プロセス、技術の調整
が必要です。これにより、各機関は生成AIの責任
ある利用を推進し、地元住民に対する責務を果た
すことができます。

政府・公共サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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自動合成
生成AIを使用すると、ブリーフィング、ニュースメディア、
その他のレポートを含む多数のオープンソースドキュメン
トから情報をレビュー、評価、要約することができます。

レポートスタイルの模倣
従来の方法で作成された数え切れないほどのOSINTレ
ポートが存在するため、生成AIはこれらを例にして、最
新のデータソースから引用しながら同じスタイルでレポー
トを作成できます。

オープンソースのアシスタント
（OSINT報告）

生成AIを使用すると、世界規模での財務情報、技
術進歩、メディア評価、セキュリティブリーフィング
を含むオープンソースインテリジェンス（Open-
Source Intelligence :OSINT）報告を自動化
することができます。

課題／機会
国防や国家安全保障機関によって、オープンソース
インテリジェンス（OSINT）報告が世界規模で日々
実施されています。これは、膨大な時間とリソース
が必要な労働集約型のプロセスであることがあり
ます。公開されている情報が急速に増加しているた
め、オープンソースコンテンツを手動でカタログ化
し、要約する従来の方法では、増加ペースに追い
つくことができません。例えば、船舶や飛行機の追
跡ウェブサイトは、分析者に膨大な量のデータを提
供しますが、そのデータを要約することはほとんど
不可能であり、メディアやソーシャルメディアのデー
タと組み合わせることはなおさら困難です。その結
果、分析者は、構造化および非構造化データの膨
大な収集物を横断して人間が読めるインサイトを
引き出すことができる新しいツールが必要となって
います。

政府・公共サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

公正性と公平性
オープンソース情報は偏っている可能性があり、
誤解を招く、あるいは完全に偽物である場合が
あります。生成AIモデルを使用して情報をレ

ビューし、評価する場合、OSINT報告のバイアスを緩和する
ための能力や人によるインプットが必要です。

セキュリティ
情報検索の機密性の高さから、敵対的な行為
によるモデルへの影響や独自の情報収集を防
止するために特別な注意が必要です。

信頼性
生成AIが不正確な出力を生み出す可能性があ
るため、機関がOSINT報告を信頼するために
は、AIの幻覚を特定し、修正するために人によ
る検証が必要です。

期待できるメリット

リソース効率
OSINT報告の自動化は、人間の関与度を低減することで、
運用コストやリソース配分にメリットがあります。

時間効率
生成AIを活用してOSINT報告を迅速化することで、機関は
より迅速に大量のデータセットや文書をレビューし、より豊富
でタイムリーなレポートを作成できます。

人的資本効率
カタログ作成や記録などの時間のかかるタスクから分析者を
解放することで、分析者は分析や同僚との協力などのより高
い価値のあるタスクにより多くの時間を費やすことができます。

政府・公共サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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市民エンゲージメントのためのデジタルエージェント
生成AIによって可能になった仮想アシスタントは、市民
と政府情報の仲介役として機能し、共感的で自然な言葉
を使って質問や手続きに対応します。

データセットを横断する
仮想アシスタントは、さまざまな主題に関する無数の情
報源から情報を精製し、要約し、サービスの要件や予約
の選択肢に関する質問に、さまざまな言語で答えること
ができます。

仮想公務員
（市民エンゲージメント）

生成AIを使用し、公共サービスに関する市民の質
問に個別に応答する仮想アシスタントを実現する
ことができます。

課題／機会
政府各機関は、公衆衛生の支援から観光振興まで、
さまざまな機能を担っています。しかし、政府や公
共サービスに関するデータは、しばしば異なる形
式や場所（例：オンプレミス、クラウド）に保存さ
れており、相互運用性に課題があります。市民が機
関に連絡してサービスやリソースについて問い合わ
せると、職員は市民の質問に応えるために迅速に
情報をアクセスして要約する必要があります。これ
は、組織にとって時間がかかり、労力を必要とする
取り組みであり、市民の果たすべき役割についての
期待に応えられない場合があります。

政府・公共サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

責任
仮想アシスタントは、情報提供には価値がある
かもしれませんが、真のインサイトやアドバイス
を提供するのには適していない場合もあります。

機関は、生成AIソリューションへの過度な依存や、誤ったま
たは不適切なAIの出力に基づいて市民が行動を起こす可能
性に対して警戒する必要があります。

セキュリティ
正確な情報提供を目的としたモデルは、機密
情報にアクセスしようとするサイバー犯罪や、モ
デルやその基盤となるデータを操作しようとす

る標的になる可能性があります。多くの政府機関は、サイバー
セキュリティに関する規制や標準に対処しており、セキュリ
ティ対策は優先事項です。

信頼性
モデルの正確さと適時性は、アクセスできる
データソースに依存している点があり、情報が
古くなったり間違っていると、誤った結果が生じ

るリスクがあります。情報の更新担当者は、モデルの信頼性
とユーザーの信頼に直接的な影響を与えます。

期待できるメリット

市民参画の促進
より効率的で堅牢な技術により、公共サービスがよりアクセス
しやすくなると、政府の提供するサービスに対するユーザー
の参加と市民の満足度が高まります。

アクセシビリティの向上
生成AIを活用した仮想アシスタントは、市民の希望する言語
で対話し、結果的に公共サービスの利用における社会的な
障壁を取り除くのに役立ちます。

市民の満足度
政府機関は市民に奉仕するために運営されており、サービス
に関する情報への迅速なアクセスは、政府の機能に対する市
民の肯定的な意見を醸成します。

政府・公共サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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より大きなアクセシビリティ
生成AIは、技術的なユーザーにしかアクセスできない可
能性のあるデータを、非技術的なユーザーがアクセスし
て理解することができる自然言語を使ったインターフェー
スにできます。

インサイトの民主化
技術チームにすべてのデータ分析、解釈、可視化の負担
を押し付けるのではなく、生成AIインターフェースによっ
て、より多くのステークホルダーがデータを用いて、独自
のインサイトを導き出すことができるため、技術チームの
負担軽減ができます。

全てに対するインサイト
（ナレッジマネジメント）

生成AIは、データをよりアクセスしやすくすること
で、公共事業がインサイトに基づくよう支援するイ
ンターフェースとして機能します。

課題／機会
国勢調査から交通や調達まで、政府機関は大量の
オープンデータセットを収集し、公開しています。
オープンデータセットの利用、再利用、配布を促進
することにより、政府機関は内部データセットと組
み合わせることで、データ駆動型のイノベーション
や市民中心のサービスを促進することができます。
公共産業のステークホルダーが真にインサイトに
基づいた取り組みを行うためには、データサイエン
スや関連分野の技術的なバックグラウンドがなくて
も、すべての関連データを照会する手段が必要です。

政府・公共サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

セキュリティ
さまざまなデータセットを参照する生成AIモデ
ルは、どの組織のどのステークホルダーがどの
データにアクセスするかを制御することが困難

になり、モデルのセキュリティとガバナンスに関する重要な考
慮事項が生じる可能性があります。

プライバシー
管轄区域によって異なる法律や規制の対象とな
る機密情報や所有権情報を扱う場合、組織は
生成AIモデルが機密情報を漏洩、または不適

切にアクセスしないようにすることが求められます。

透明性
データやAIのアウトプットを正確に解釈するた
めに、エンドユーザーはアウトプットに参照して
いるデータ、アクセス不可データ、利用可能な

データに潜む潜在的なバイアスを理解する必要があります。

期待できるメリット

データアクセスの規模拡大
さまざまなデータセットやタイプにアクセスできる生成AIソ
リューションによって、公務員はより広範な知識や情報から結
論を導くことができます。

協力関係の促進
より多くの公務員がインサイトと知識にアクセスできるように
なると、機関全体でインサイトに基づいた行動が促進され、
より多くのステークホルダー間での協力関係が活性化するの
に役立ちます。

より迅速なインサイト
生成AIは、関連する情報を特定し、浪費するプロセスの加速
に役立ち、スピードと効率を向上できます。

政府・公共サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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3D都市モデルの生成
生成AIを使用することで、数千の3D画像を迅速に作成
することができます。これらの画像は都市設計者や都市
計画のマスタープランの一部として、都市デザインのガイ
ドや改善に役立ちます。

自然災害のシミュレーション
生成AIは、地震、洪水、ハリケーンなどの自然災害をシ
ミュレートし、都市インフラの脆弱性を評価し、強靭な都
市インフラの計画を立てることができます。

将来の計画
人口増加や人口動態の傾向をシミュレートすることで、生
成AIは都市の拡大に対するシナリオを生み出し、都市の
成長に対応する十分なインフラ、住宅、交通、公共サービ
スの計画を立てることができます。

都市計画シナリオのシミュレーション
（都市計画／都市の未来）

生成AIは、新しい都市コンセプトのアイデア出し
や設計など、都市設計者の支援に使用できます。

課題／機会
世界の人口の56％以上、44億人が都市に住んで
います1。2050年までに、都市人口は倍増し、
70％以上の人々が都市に住む可能性があります。
都市化の規模と速度は、手頃な住宅の不足、過負
荷の交通システム、交通渋滞、飲料水の不足、横
行する衛生問題、劣化した環境品質など、多くの
課題を引き起こします。都市の役人や都市設計者
にとっての課題は、創造的な障壁を克服し、弾力
性があり、持続可能で人間中心の都市デザインを
開発し、都市の未来を想像することです。

政府・公共サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

信頼性
生成AIモデルが興味深く魅力的なデザインを
作成することがある一方で、都市計画の要件を
満たし、現実世界で実現可能なものであること

を確認するためには、人によるレビューと検証が必要です。

アカウンタビリティ
都市計画に関する知識不足は、生成AIが信じ
られないようなシナリオを生み出す可能性があ
ります。そのため、アナリストはモデルがどのよ

うにしてなぜそのような出力を生成したのかを理解し、確認
および検証する必要があります。

期待できるメリット

大いに強化した創造性
生成AIを使って、多数のデザインやシナリオを迅速に作成す
ることで、都市の担当者は未来を想像し、今後の課題に対応
するための計画を立てることができます。これにより、創造性
を大いに高めることができます。

より迅速なアイデア出しと反復
より迅速なデザインの反復をすることで、都市設計者はデザ
インおよび意思決定プロセスを加速することができます。

意思決定の改善
都市計画に生成AIを使用することで、意思決定者はさまざ
まなシナリオをモデル化し、資源利用、持続可能性、住民の
生活の質の向上を目的とした都市デザインを最適化すること
ができます。

政府・公共サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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デジタル適応の教師
生成AIは、学習リソースや授業計画から引用し、学習体
験を更なるパーソナライズする仮想インストラクターとし
て機能することができます。このモデルは、生徒の取り組
み状況や理解度をチェックし、生徒個々の弱点、強み、好
みに応じて授業や学習戦略を適応させることができます。

教師の力を増幅するもの
個別のデジタル教師が生徒と一対一で協力して新しいス
キルや知識を習得する際、人間の教師はより高いレベル
の計画立案、生徒との対話、評価、および生徒支援に集
中することができます。

Education 2.0
（更なるパーソナライズ教育）

生成AIは、生徒の学習ニーズやカリキュラムに適
応できるデジタル教師をハイパーパーソナライズ
するために使用することができます。

課題／機会
学校教師への需要はしばしば供給を上回ることが
あります。教師は、より多くの生徒を相手にする必
要がありながら、異なる学習スタイルや教育ニーズ
を持つ生徒にも対応する必要があります。しかし、
従来の学校の一対多の性質により、教師は生徒が
成長するために必要な個別の学習支援や指導に
課題を抱えています。

政府・公共サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

責任
デジタル教師は、アダプティブラーニングにおい
てメリットを提供することができますが、協力、
紛争解決、共感などの社会的な授業など、教

師が伝える重要な授業をすべてを充足していると期待しては
いけません。教育において人間的要素は重要であり、教育機
関は生成AIによって可能になったデジタル教師と統合するた
めに責任をもってアプローチする必要があります。

信頼性
生成AIはアウトプットに不正確さや幻覚を生じ
る可能性があるため、デジタル教師が誤った事
実を教えたり、劣った学習戦略を生み出すリス
クがあります。

プライバシー
生徒のデータは教育規制の対象となるため、デ
ジタル教師を展開する際には、モデルのセキュ
リティとデータプライバシーを優先する必要が
あります。
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期待できるメリット

生徒への対応
生成AIを用いたアダプティブラーニングは、生徒の学習スタ
イルに合わせて教育アプローチを調整することで、知識の定
着と理解を促進することができます。

人材不足の解消
生成AIを活用することで、教師不足を克服し、より多くの生
徒が質の高い教育にアクセスできるようになります。

障壁の撤廃
生成AIによるデジタル教師は物理的な教室に制限されるこ
とはありません。オンラインアクセスがあれば、デジタル教師
はどの環境や地理的な場所にいる生徒にもアクセス可能で
あり、学校に通うための障壁を下げるのに役立ちます。

政府・公共サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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生成AIアシスタント
生成AIアシスタントは、同じテーマやトピックを扱うデー
タを特定し、ユーザーの問い合わせに応じてその情報を
要約することができ、政策の違い、対立、ギャップを特定
するのに役立ちます。

政策立案における市民参加
生成AIを使用することで、政府は市民が政策立案の議
論に参加することを促す双方向のプラットフォームや
チャットボットを作成することができます。AIによるイン
ターフェースは、公共の意見や政策に関するフィードバッ
クを収集し、市民は自分たちの意見を表明しやすくするこ
とができます。

政策立案のデジタル化
（政策作成アシスタント）

生成AIは、大量の政策文書を検索し、複雑な政
策環境においてユーザーの検索に自然言語で応答
することができます。

課題／機会
政府・公共サービス業界のデータは異なる場所や
形式で保存されているため、分析者や政策立案者
がデータセットを効果的に検索し、適時に関連情
報を取得することが大変な時があります。また、用
語の問題により、関連するデータのトピックやタイ
プを特定することも困難になることがあります。そ
の結果、政策立案や議論を関連付けする能力が低
下し、政策に関する相互作用が複雑になります。

政府・公共サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

プライバシー
政策問題に関連する一部のデータは、機密性
が高いか制限されている可能性があり、生成AI
モデルは、どのユーザーがどのデータセットに

アクセスできるかを制限するためのコントロールを必要とす
るかもしれません。

公正性と公平性
さまざまなステークホルダーは政策立案に影
響を与えようとします。生成AIは、他の情報源
よりも一つの情報源からのコメントや入力に高

い重みを与えることでバイアスを持つ可能性があります。これ
により、特定のビジネスや社会の一部を優遇するバイアスの
ある政策を作り出す可能性があります。

期待できるメリット

大規模なデータ検索
大量の政策文書を確認することで、ユーザーは情報収集を加
速し、異なるデータセットを検索する能力と効率を高めるこ
とができます。

参加型政策立案
生成AIを使用して、多様な意見や利害関係者をより正確に
識別し、政策問題におけるより強固で完全な代表性をサポー
トすることができます。

政府・公共サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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自動草稿
生成AIは、テンプレート、過去の文書、または調達担当
者からの具体的なプロンプトに基づいて、RFPやSoWの
作成プロセスの初期の起草文書作成を自動化することが
できます。

情報抽出
生成AIの高度な自然言語処理は、既存の契約書、作業範
囲記述書、法的文書から関連する条項や要件を抽出する
のに役立ちます。このような情報は、新しい契約書を作成
するために使用することも、既存の契約によって引き起こ
されるリスクを評価するためにも使用することもできます。

契約書や作業範囲記述書の草稿
（調達）

生成AIは、既存のベンダーからのオファリング内
容を分析し、組織のニーズに合わせてマッチング
し、提案要求を生成し、回答を分析することができ
ます。

課題／機会
政府は年間数十億ドル分の商品やサービスを調達
しています2。従来、政府の調達には大量の書類が
必要であり、それが遅延を引き起こす場合がありま
す。多くの政府の調達契約は非常に詳細であり、支
払条件から輸出管理、賃金や労働力の要件に至る
まで、さまざまな条項や要件が組み込まれていま
す。提案要求（RFP）や契約の草稿、そして作業範
囲記述書（SoW）の生成には、相当な時間と労力
が必要です。

政府・公共サービス業界の生成AI活用のすゝ め



90

03

05

04

06

02

01
契約書や作業範囲記述書の草稿

リスク管理と信頼の促進

アカウンタビリティ
生成AIは、一部の条項を追加、または他の条
項を除外する理由を説明できない場合がありま
す。説明は、アウトプットを検証するための担当
者にとって重要な情報です。

プライバシー
既存の契約データや過去の契約データを取り
込むことは、データプライバシーや法的なハー
ドルをもたらす可能性があります。モデルのガ

バナンスは、生成AIモデルとその基になるデータがプライバ
シールール、規制、基準を満たすことを保証するために必要
です。

期待できるメリット

時間の節約
生成AIを使用して最初の文書の草案を作成することは、手
動で契約書や作業範囲記述書をゼロからの作成と比較して、
作成プロセスを迅速化し、著しい時間の節約につながること
ができます。

一貫性の向上
生成AIは、プロンプトで事前に定義されたガイドラインに
従って草稿を作成することができます。これにより、レポート
の作成においてより高い一貫性が保たれます。

政府・公共サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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トレーニングマニュアルの開発
生成AIは、退職する経験豊富なケースワーカーの退職
時のインタビュー結果を文書化し、新しいケースワーカー
への重要な教訓を抽出することができます。さらに、生成
AIは、新しく採用されたスタッフの役割に合わせてカスタ
マイズした採用研修文書やビデオを自動的に生成するこ
とができます。

プログラムルールに関する検索
生成AIモデルが方針マニュアル、プログラムルール、お
よび過去のケースを学習すると、新しいケースワーカーか
らの質問に答えるのに役立ち、複雑で絶えず変化するプ
ログラムルールや政策について迅速に最新の状態にする
ことができます。

ケースワーカーの職場キャッチアップ
（ケースマネジメント／福祉サービス）

生成AIは、ケースワーカーがノートを解析し、政
策文書を分析し、社会福祉士によるサポート提案
に向けた適格性評価に役立ちます。

課題／機会
保健福祉機関は、高い離職率、増加する案件数、
不十分なトレーニングによる人材課題に直面する
ことがあります。新しいケースワーカーを採用して
も、定着するまで数か月のトレーニングが必要にな
る場合があります。これに加えて、高い離職率によ
り、機関の使命を遂行し、市民へのサービス提供
が最終的に妨げられます。

政府・公共サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

プライバシー
過去のケースからのデータを取り込むことは、
モデルを機密情報や保護された情報にさらす
可能性があり、モデルが保護されたデータを漏

洩または意図せずに公開し、データプライバシーの問題が発
生する可能性があります。

公正性と公平性
トレーニングマニュアルは過去に行われた決定
に依存し、退職するケースワーカーの経験にも
依存しているため、生成AIで作成されたトレー

ニングマニュアルのコンテンツには、過去の決定に偏りが変
換される可能性があります。

期待できるメリット

迅速なキャッチアップ
ケースワーカーがより迅速かつ効率的にキャッチアップすると、
保健福祉サービスにおける残務を迅速に減らすことができ、
機関の改善に役立ちます。

効率を向上させる
生成AIを活用してケースマネジメントの一部業務を自動化す
ることで、ケースワーカーの時間を消費する事務作業の負担
を軽減することができます。

ポジティブなユーザー体験
ケースマネジメントにおけるより効率的なプロセスは、市民
の体験を改善し、ポジティブな対応をサポートできます。

政府・公共サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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現場職員を支援
生成AIは、現場職員がソーシャルケア、医療、緊急対応
などのさまざまなサービスにおいて住民と対話する際に、
異なる言語でリアルタイムの音声やテキストメッセージを
作成するために使用できます。

公式文書の翻訳
政府機関は、公式文書、法律、規則、政策などを公表し
ます。生成AIは、翻訳プロセスを効率化し、正確で一貫
性のある翻訳を作成するのに役立ちます。

アナウンスやウェブサイトの翻訳
政府のウェブサイトや公共の情報（例：健康や旅行の勧
告など）は、迅速に翻訳することで、多様な人々に必要
な情報をよりアクセスしやすくすることができます。

多言語対応の市民サービス
（サービスデリバリー）

生成AIは、市民によりさまざまなサービスを提供
するための言語翻訳に役立ちます。

課題／機会
近年、政府は、市民サービスをよりさまざまかつ公
正にするための法律や政策を制定し、公表してい
ます。さらに、世界中の多くの政府は、言語能力や
言語的背景の異なるさまざまな方々にも対応して
います。これにより、機関は、多言語のウェブサイト
の開発、公式文書の翻訳、および翻訳ツールを使
用してフロントラインの職員（市民と接点を持つ職
員）をサポートすることが求められます。これにより、
すべての市民とより良くコミュニケーションを取る
ことができます。

政府・公共サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

公正性と公平性
翻訳に使用される生成AIモデルをトレーニング
するために使用されるデータは、すべての言語
にわたって一貫して正確または堅牢であるとは

限りません。その結果、特定の言語で会話する少数市民にとっ
ては、他の言語話者に比べて、翻訳品質の低下や市民サービ
スへのアクセスの制限が生じる可能性があります。

プライバシー
翻訳モデルは、機密情報にさらされる可能性が
あり、モデルが保護されたデータを誤って処理
したり、不適切に開示したりして、データプライ

バシー規制に違反することがあるため、対策が必要です。

期待できるメリット

リアルタイム翻訳
音声やテキストをリアルタイムで多言語に翻訳できると、さま
ざまな言語を話す市民とよりシームレスで会話的なやり取り
ができるようになります。

大規模な翻訳
生成AIを活用して大量の文書翻訳をすることで、政府情報
提供や市民サービスをさまざまな市民が利用できるようにな
ります。

アクセシビリティの向上
生成AIは、多言語翻訳によるさまざまなサービス提供を可
能にすることで、政府が多様性、公平性、包摂性（Diversity, 
Equity, and Inclusion :DEI）の目標を達成するのに役立
ちます。

政府・公共サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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公式文書の要約化
長時間にわたる委員会の公聴会の自動筆記録生成や重
要な法案や公聴会の要約化は、立法スタッフの行政的な
負担を大幅に軽減することができます。

政策提案と研究の処理と要約化
立法スタッフは、専門家によって発表された大量の政策
提案や推奨事項を精査しています。生成AIは、これらの
文書を迅速に要約することができるため、スタッフはより
高次元の政策分析や意思決定に時間を費やすことができ
ます。

立法文書の要約化
（立法管理）

生成AIは、立法スタッフによる迅速な公聴会、法
律、文書、公式発表の書き起こし、要約を支援でき
ます。

課題／機会
議員事務所は、重要なトピックに関する公聴会を
開催し、有権者からの要望に応え、プレスリリース
の形で公式発表を行うことを期待されています。公
聴会や会議の手動での書き起こしは時間がかかる
作業です。さらに、新しい法律を制定するために（立
法スタッフが研究において重要な役割を果たす場
合）、専門家によって発表された大量の政策提案や
研究を精査する必要があります。

政府・公共サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

公正性と公平性
生成AIは、そのトレーニングセットに基づいて
潜在的な偏見を引き起こす可能性があり、偏向
した要約を生成し、特定の観念に偏ったものに
なる可能性があります。

プライバシー
内部の政策提案を取り込むことは、機密情報を
公開する可能性があり、事務所が内部文書の
機密性を保護するための対策を講じる必要が
あります。

期待できるメリット

負担の軽減
公式公聴会を要約することは、立法スタッフの行政的負担を
軽減し、より複雑なタスクや価値を生み出すタスクに集中で
きるようにすることができます。

時間の節約
生成AIは、情報を素早く取得して要約することができるため、
長文、複雑な文書、詳細な文書を精査する際に、議員や職員
の時間を節約することができます。

政府・公共サービス業界の生成AI活用のすゝ め
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バーチャルセラピーとバーチャルケアアシスタントなどの革新は、 
異なるサービスの差別化を図り、ケアの質と健康を向上させることができます。

ライフサイエンス・ヘルスケア（LSHC）
業界は、新しいAI能力の実験場として
活気に満ち溢れています。大量のデー

タと向き合って新たな治療法が求められる健康上
の問題、高齢化する世界人口、多様な規制義務、
複雑なクレーム処理、組織間での患者情報共有の
課題などに直面する中、ライフサイエンス・ヘル
スケア業界は、患者ケアとより良い健康を推進す
るために、より高い効率性、速度、接続性、および
イノベーションを求めています。生成AIは、ヘルス
ケアとライフサイエンス企業を3つの典型的な方
法で変革に役立つことがあります。

まず第一に、生成AIは、従業員の生産性向上、パ
フォーマンス改善に利用できます。本質的には、よ
り少ないリソースでより多くの成果を上げることが
できます。請求承認や申し立ての自動化、R&Dプ
ロセスの最適化、調達や契約からの無駄の削減な
ど、さまざまな局面で利用できます。また、一貫性
のあるケアを推進するための国民健康報告や分析
の改善、拡大ができます。そして、商品の市場投入
スピード、顧客エンゲージメント、および薬の商業
化を促進することができます。既存従業員に新た
な負担を加えることなく、これらを実現するメリット、
および導入によって得られる効率性は、企業の収
益に直接的な影響を与え、長期的なステークホル
ダーの価値を生み出すことができます。

第二に、生成AIは、患者、顧客、従業員というN
対1に対して、目的に合わせた、更なるパーソナラ
イゼーションを体験するために利用できます。体験
を改善し、展開することによって、顧客と患者生活
を最適化し、サービスよりも健康の結果に焦点を
当て、新しいデジタル製品やサービスを可能にしま
す。生成AIを使用することにより、顧客や患者のエ
ンゲージメントコンテンツを大規模に更なるパーソ
ナライゼーションすることができます。バーチャルセ
ラピーとバーチャルケアアシスタントなどの革新は、
サービスの差別化を図り、ケアの質と健康を向上
させることができます。

ライフサイエンス・ヘルスケア業界の生成AI活用のすゝ め



03

05

04

06

02

01

99

組織のテクノロジーエコシステムの一部として、生成AIは、直感的な 
インターフェースを使用して企業のコードやデータセットの調査をさらに容易にし、 
インサイトを明らかにするのに役立ちます。

第三に、生成AIは、企業のデジタルおよびデータ
機能を開発および強化するために利用できます。
組織のテクノロジーエコシステムの一部として、生
成AIは、直感的なインターフェースを使用して企
業のコードやデータセットの調査をさらに容易にし、
インサイトを明らかにするのに役立ちます。また、
企業システム全体から非構造化データを活用し、
予測に基づく推奨案を提示することにより、資産の
有用性を拡大することができ、インテリジェントな
検索によって意思決定を改善することができます。
また、従業員のスキルと知識を補完し、人的資源
の課題に適応することにより、人的資本の不足や
極度の疲労などの問題に対しても有益な優位性が
あります。

これらの効率性、体験、およびデータ機能の改善
の機会を組み合わせることにより、市場投入まで
の時間を短縮し、アジリティを高め、未来の仕事、
労働力、職場を構築することができます。

ライフサイエンス・ヘルスケア業界の生成AI活用のすゝ め
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生成AIがどのように役立つのか

ポリシーやガイドラインの取得
生成AIの検索モデルは、大量の医療ポリシーやメンバー
プランにアクセスし、申し立てに必要な情報を特定するこ
とができます。

患者データの抽出
抽出アルゴリズムを使用することで、組織は迅速に非構
造化の医療記録、薬剤情報、検査結果、および他の電子
健康記録を参照することができます。

申し立ての作成
AIによって収集された必要な情報を元に、生成AIを使用
して申し立ての書類を生成することができます。

申し立ての共同執筆者
（不服申し立て書）

生成AIは、患者の記録や医療ポリシー、ガイドラ
インから引用し、人間のスタッフよりも迅速かつ低
コストで不服申し立て書を草稿するために利用で
きます。

課題／機会
医療保険の請求が否認された場合、病院の請求ス
タッフは、患者の記録と医療ポリシーをレビューし
て申し立て書を作成するという、費用と時間がか
かる作業を実施します。米国の病院では、申し立
てに関連するコストは数十億ドルに達しています。
課題の一つとして、スタッフが申し立てをまとめる
ために必要な時間があります。否認された請求の
うち60%以上は回収可能ですが、否認の理由が
曖昧であり、病院の請求担当者ワークロードに限
界があるため、病院内の請求のうち0.2%しか申
し立てられず、年間数百万ドルが回収不能の損失
として処理されています3。

ライフサイエンス・ヘルスケア業界の生成AI活用のすゝ め
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申し立ての共同執筆者

リスク管理と信頼の促進

アカウンタビリティ
曖昧な理由で却下された請求に対して、詳細
なガイドラインやポリシー、記録を参照して申
し立てを行う際、申し立てを作成協力する生成

AIモデルは、却下や記録を誤解し、申し立てが失敗する可能
性があります。最終的には、人間が申し立て書を確認する責
任があります。

プライバシー
電子カルテから引用することにより、モデルは
法律や規制の対象となる患者情報を活用して
います。データの取り込みと情報のアウトプット

がデータ保護と患者のプライバシーの期待に沿っていること
を確認する必要があります。

期待できるメリット

収益の回復
否認申し立てプロセスの一部を自動化することで、病院の請
求担当者の作業を補完し、より多くの否認申し立てが提出で
き、収益回復の可能性が高くなります。

効率の向上
従来の手作業と比較して、高度な法的技術の導入により、申し立て
の草稿や裏付けなど、申し立ての速度と効率を大幅に向上させるこ
とができます。これらの技術は、簡単なケースから複雑なケースまで、
プロセスを効率化する潜在能力を持っており、法的なワークフロー
を著しく時間効率の良いものにすることができます。

ライフサイエンス・ヘルスケア業界の生成AI活用のすゝ め
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生成AIがどのように役立つのか

医療機関のサポート
医療機関にとって、生成AIは、提出要件とガイドライン
を分析し、患者の医療記録と照らし合わせて必要な要件
が満たされていることを確認することで、事前承認申請
の準備支援ができます。生成AIは、保険会社への申請を
支援し、事前承認につながるベストプラクティスを継続的
に学習することができます。

保険会社のサポート
保険会社にとって、生成AIは、事前承認の判断に必要な
時間を短縮し、患者の体験に影響を与えることができま
す。また、医療機関の文書化作業に誤りがあるかどうか
を判断し、提出された事前承認の要求と記録を保険会社
の基準や手順に照らし合わせて分析することで、不正行
為を防止するのにも役立ちます。

より効率的な業務運営
保険会社と医療機関の両方にとって、事前承認プロセス
に生成AIを使用することで、作業負担が軽減され、事前
承認に対応する能力が向上し、コストを削減しながら患
者の体験を改善することができます。

保険会社、医療機関、および患者に
対する更なる事務の迅速化
（事前承認の迅速化）

医療ポリシー、ガイドライン、および医療機関が提
出した潜在的な問題、患者のニーズ、および医療
歴に関する情報を生成AIが活用することで、事前
承認の申請自動化（医療機関）、事前承認または
否認（保険会社）ができます。

課題／機会
事前承認プロセスは、保険会社と医療機関の両方
にとって手作業であり、労力を必要とします。この
プロセスには、保険会社の事前承認基準を理解し、
医療上必要なケア管理計画の作成が必要です。事
前承認の申請、承認、または否認についての決定
を行うために医療記録やポリシーを活用するため
に必要な時間は、保険会社と医療機関の間で長い
やり取りとなる可能性があり、患者の満足度や体
験に悪影響を与える可能性があります。

ライフサイエンス・ヘルスケア業界の生成AI活用のすゝ め
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保険会社、医療機関、および患者に対する更なる事務の迅速化

リスク管理と信頼の促進

セキュリティ
事前承認では、医療機関と保険会社は、保護対
象保険情報（Protected Health Information 
:PHI）や個人を特定できる情報（Personally 

Identifiable Information :PII）などの機密の患者データを
やり取りする必要があります。つまり、このデータはモデルに
公開されます。リスクには、第三者による無許可のアクセスや、
AIシステムが生成プロセス中に機密情報を意図せずに公開す
ることによる、患者データの機密性の侵害が含まれます。

バイアス
事前承認の提出と回答のプロセスには、標準
的な事前承認ルールと患者の医療履歴が含ま
れるため、生成AIモデルにバイアスが生じる可

能性があります。このバイアスは、モデルのトレーニングに使
用された歴史的データ（例：医療処置や結果の不平等）に
起因する可能性があり、その結果、生成AIモデルはバイアス
のある決定や推奨をすることによって、そのようなバイアスを
誤って継続的に増幅させる可能性があります。標準化された
承認ルールと患者固有医療履歴の使用、継続的なモニタリン
グと注意深い評価をすることで、このリスクを軽減し、より公
正かつ公平な結果を促進することができます。

信頼性
事前承認の提出と回答のプロセスには、標準
的な事前承認ルールと患者自身の医療履歴が
必要ですが、トレーニングデータセットに含まれ

ていない少数の人々の微妙な医療状態をモデルが誤解する
可能性があり、必要性を誤って否定するリスクがあります。

期待できるメリット

速度と効率
生成AIを使用することで、医療機関や保険会社は、基準を理
解するために必要な時間を減らし、コンプライアンスのために
患者の医療記録を調査し、事前承認の申請書生成、承認、ま
たは拒否するために必要な時間を短縮することができます。

継続的な学習
生成AIのフィードバックループは、AIモデルの出力がユーザーや評
価者にフィードバックされ、そのフィードバックを反復的に使用して
モデルを更新および改善するサイクル的プロセスを指します。これに
より、アウトプットの一貫性と品質が向上し、医療機関が保険会社
の基準をより深く理解し、意思決定プロセスを合理化し、最終的に
は保険会社が手順を最適化できるようになります。

患者の経験の改善
事前承認プロセスがより効率的になることで、患者は行政プ
ロセスの終了を待つ必要がなく、必要なケアマネジメントを
受けることができます。これにより、行政手続きと患者経験の
改善によって、患者満足度が向上することが期待されます。

ライフサイエンス・ヘルスケア業界の生成AI活用のすゝ め
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請求処理の変革
生成AIを使用して受信した請求を分類し、正確なコード
を分析して割り当てることで、請求処理全体の正確性、
効率性、および速度が向上することができます。これによ
り、医療提供者の迅速な支払いが実現し、請求部門と患
者の両方にとってスムーズな体験が提供されます。

労働負担の軽減
生成AIを活用することで、請求申請プロセスにおける担
当者の作業負荷を高付加価値タスクに再配置することが
でき、支払業者にとっての管理コスト削減につながる可
能性があります。

請求申請の簡素化
（医療文書化）

生成AIは、医療サービスや手順の請求を分類し、
請求部門が受信する請求を分類するための文書作
成に使用できます。これにより、請求申請プロセス
の正確性、効率性、および速度を向上することが
できます。

課題／機会
医療産業における請求申請プロセスは、膨大な数
の複雑な医療コードを持つ請求に対し、手作業に
よる分類を必要とするため、手間がかかる上、誤り
が発生する可能性があります。この時間のかかる
作業は、医療提供者にとっての遅延や支払いに関
する問題の原因となることがあります。

ライフサイエンス・ヘルスケア業界の生成AI活用のすゝ め
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請求申請の簡素化

リスク管理と信頼の促進

公正性と公平性
医療請求に使用される生成AIは、歪んだト
レーニングデータ、不正確なラベル、代表され
ていないケースによるバイアスの影響を受ける

可能性があり、誤った請求申請の分類につながる可能性があ
ります。これらの問題を解決するためには、注意深いデータ
収集、多様なモデルテスト、そして継続的なモニタリングと調
整が必要です。公正かつ正確なパフォーマンスを確保するた
めには、これらの対策が不可欠です。

プライバシー
文書化の正確性を評価するため、生成AIは請
求した文書を患者の医療履歴と比較します。こ
れにより、患者のデータが生成AIに公開され、

プライバシーのリスクが発生する可能性があり、これらのリス
クを軽減する必要があります。

信頼性
医療文書は、過剰／過少な文書化に対して厳
しい罰則があるように強い規制があります。こ
の点で、生成AIによるアウトプットの正確性と

信頼性は重要です。誤りがあると深刻な結果を招く可能性が
あるためです。信頼性が課題になる可能性があるのは、患者
の医療履歴には複数のモダリティ（テキスト、画像、動画など）
が含まれるためです。

期待できるメリット

収益損失を制限するための正確性
生成AIを活用することで、文書化誤りのリスクを減らすこと
ができます。これにより、請求の正確性を高め、誤りによる収
益損失を減らすことができます。

時間効率
カルテのレビューを自動化することで、医療従事者の貴重な
時間を節約し、より意義のある仕事に集中することができる
ようになります。

ライフサイエンス・ヘルスケア業界の生成AI活用のすゝ め
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生成AIがどのように役立つのか

顧客のアーキタイプの分類
顧客の請求に関する質問は、しばしば「請求状況」、「適
用範囲の状況」、「給付の説明」などに分類されます。生
成AIモデルは、これらの分類にフォーカスして微調整し、
微妙な顧客固有のニーズに対応することができます。

顧客体験の向上
生成AIは、患者の医療および請求履歴を相互参照し、よ
り個別化し、トータルコーディネートしたユーザー体験を
してもらう、IVRプロセスをサポートすることができます。
また、将来のフォローアップのために、患者のアカウント
における次のステップを要約することもできます。

人間のスタッフをサポート
AIモデルが顧客の質問を要約し、過去の成功した解決策
や改善計画と比較し、次のステップでの推奨事項をリア
ルタイムで説明することで、オペレータをサポートできま
す。場合によっては、生成AIモデルがオペレータとして機
能することもできます。

能力の向上
コールセンターと組み合わせてウェブベースのテキストサ
ポートを活用することで、支払者は生成AIを使用して正
確かつ共感的に顧客の質問に応えることができます。こ
れにより、より多くの顧客に対応すると同時に、コンタク
トセンターの着信コール数を減らし、新たな運用効率を
発揮することができます。

患者へのパーソナライズサービス
（請求アシスタント）

生成AIは、請求処理、保険適用範囲、その他のプ
ランの詳細に関する顧客の質問に対する回答を生
成するのに、スタッフを支援します。

課題／機会
顧客サービス体験は、請求される費用や予約待ち
時間の変更がなくても、患者の認識に直接的な影
響を与えます。これは特に、患者が自動音声応答
（Interactive Voice Response :IVR）に基づく応
答をナビゲートするのにかなりの時間を費やすこと
がある保険会社コールセンターでは重要です。コー
ルセンターの運用効率の低下や限定された対応は、
顧客満足度の低下につながる可能性があります。
必要なのは、より多くの顧客をより迅速にサポート
する方法であり、同時にスタッフが処理するコール
の量を減らすこともできる方法です。

ライフサイエンス・ヘルスケア業界の生成AI活用のすゝ め



107

03

05

04

06

02

01患者へのパーソナライズサービス

リスク管理と信頼の促進

公正性と公平性
請求書やプランの詳細に含まれる地理的およ
び社会経済的なバイアスが存在する場合、シス
テムは少数地域や社会経済的な背景を持つ顧

客に対して、不正確な回答をする可能性があります。

信頼性
生成AIのアウトプットは常に正確であるとは限
らず、幻覚のリスクもあるため、AIは請求書や
プランの詳細と一致しない回答をする可能性が
あります。

期待できるメリット

顧客満足度の向上
オペレータがリアルタイムでパーソナライズされたフィード
バックや回答をすることができるようになると、プランや福利
厚生についての問い合わせに対する全体的な顧客満足度が
向上します。

効率の向上
IVRが生成AIで補完・改善されると、モデルは簡単または
明確な顧客の問い合わせを処理できるようになり、より複雑
な質問のみオペレータが対応するようになります。

戦略的なインサイト
生成AIは、顧客とのやり取りを分析して、最も多くの問題を引
き起こしているクレーム／訪問の種類、顧客が最も不満な時期、
および顧客を最も混乱させる傾向があるトピックなどのトレン
ドやインサイトを明らかにすることができます。これらのインサイ
トは、保険会社やコンタクトセンターでの戦略策定に役立ちます。

ライフサイエンス・ヘルスケア業界の生成AI活用のすゝ め
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インバスケットの優先順位
生成AIは、処方箋の再発行やスケジューリングなどの一
般的なメッセージを確認し、より簡単なタスクを自動的
に委任するために使用できます。

メッセージアシスタント
PCPは、生成AIを活用して、複雑な臨床メッセージを要
約し、医療機関での入力と回答のための返信の草稿を作
成するために生成AIを使用することができます。草稿は、
生成AIによる以前のインバスケットの返信やEHRデータ
を参照して作成されます。

インサイトのスケール化
AIが有効なインバスケットメッセージシステムを大規模
に使用することで、組織はメッセージに関連する患者の
不満を特定することができます。不満、不安、イライラ、
混乱、またはケアに関する懸念に関するインサイトは、患
者体験を改善する可能性を教えてくれます。

医師のメッセージ管理者
（医療機関のインバスケット管理）

生成AIは、医療機関のインバスケット内のメッ
セージ処理に使用でき、返信を迅速化し、医師は
患者のケアに集中できるようになります。

課題／機会
プライマリケアプロバイダー（Primary Care  
Providers :PCP）が行政業務と患者ケアの両方
を実現するために必要な時間が、1日では不可能
な範囲を超える場合があります。ときには、労働時
間の2/3以上が行政業務や患者と直接関わらない
業務に費やされています。アメリカの「21st 
Century Cures Act」と呼ばれる法律は、電子カ
ルテ（Electronic Medical Records :EMR）によ
るインバスケットの使用を推奨しており、
COVID-19パンデミック中にインバスケットメッ
セージの数が劇的に増加しました。その結果、
PCPには極度な負担がかかり、バーンアウト症候
群を引き起こしました 4。

ライフサイエンス・ヘルスケア業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

セキュリティ
AIをインバスケットシステムで使用する場合、
医療履歴、診断、治療計画などの大量の機密
患者データを収集、処理、保存する必要があり

ます。このデータは厳格なプライバシー法の対象であり、無
許可の第三者アクセスは、医療従事者にとって法的および財
務的な結果をもたらす可能性があります。

アカウンタビリティ
もしメッセージが不正確な情報で作成または
要約された場合、医師が誤った判断を下したり、
患者との関与が悪化する可能性があり、患者の

健康、医療従事者への信頼、および組織の評判に重大な影
響を与える可能性があります。

期待できるメリット

医師の支援
AIを搭載したインバスケットシステムを使用することで、医療
機関の医師の煩雑な管理業務を削減することができ、より多
くの時間を患者との対面業務に割くことができるうえ、医師
の過労の一因を軽減することができます。

タイムリーな対応
インバスケットメッセージを効率的に処理するプロセスは、患
者のニーズに対する迅速な対応を促進し、良い患者体験だ
けでなく、健康上の成果も改善する可能性があります。

患者の感情
大規模なネガティブなシグナルを特定しトラッキングすることで、
医療従事者は患者体験での問題点についてインサイトを得ること
ができます。これにより、彼らは、自分たちのプラクティスを見直
したり、コミュニケーションを改善したり、患者満足度向上へ役に
立ち、積極的にこれらの問題の解決に対処することができます。

ライフサイエンス・ヘルスケア業界の生成AI活用のすゝ め
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コスト削減
生成AIを臨床開発中の薬剤検証に使用することは、コス
トを大幅に削減する可能性があります。これは、シミュ
レーションを実行し、さらなるテストの最適候補選択に
よって、実世界での詳細な反復が必要なケースを最小限
に抑えることができます。

公衆衛生の向上
生成AIは、より良い治療法や疾患の治療法を加速するこ
とにより、公衆衛生を大幅に改善する可能性があります。
大量のデータを分析して学習し、よりターゲットを絞った
効果的な治療法が開発され、直接患者に利益をもたらし、
それに伴い社会全体に恩恵が及ぶことができます。

共同作業の可能化
生成AIは、研究グループ間での改善されたコミュニケー
ションと知識共有を促進することができます。さまざまな
ソースからのデータを処理して理解することができ、デー
タの隔離を破り、実験における協力と革新の新しいチャ
ンスを得られます。

治療法の解明
（新しい薬剤の発見／生成）

生成AIは、タンパク質や生体分子の構造と機能を
モデル化するために使用できます。これにより、分
子の特定と検証、新しい薬剤候補の創出を加速す
ることができます。

課題／機会
医療治療の進歩にもかかわらず、多くの疾患は複
雑であり、費用と時間のかかる薬剤の発見と検証
のプロセスのための効果的な解決策は欠いている
状況です。薬剤開発の課題は、潜在的な治療法を
発見するだけでなく、その有効性に対する厳格な
検証にもあります。このプロセスは費用と時間がか
かるものです。さらに、多様な患者を考慮に入れる
必要がある臨床試験独自の複雑さ、他の治療法と
の相互影響の多様性、潜在的な副作用などもこれ
らの問題を複雑化させています。さらに、いくつか
の疾患の稀少性は、少ない患者からの限られた
データという更なるハードルを生み出し、開発をさ
らに困難にしています。

ライフサイエンス・ヘルスケア業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

透明性
生成AIは、データの収集と共有において透明
性を向上させる上で重要な役割を果たすことが
できます。生成AIを使用して、データの収集か

ら利用までのすべてのプロセスを追跡し文書化することで、
データ収集と共有のすべてのプロセスが透明かつ、監査可能
で、基準準拠状況を確認できます。これにより、関係者間で
の信頼が醸成され、データや情報が限られた組織や個人に
よって独占されることを防ぎ、イノベーションを加速すること
ができます。

責任
生成AIを倫理的に展開し、社会的信頼を得る
ためには、プロセスの初期段階から現在の規
制や今後の規制を監視することが重要です。AI

の導入に責任あるアプローチを示し、確立された規制を遵守
することで、組織は誤解を防ぎ、規制の問題によって科学の
進歩が遅れることがないようにできます。

期待できるメリット

コスト削減
生成AIを臨床開発中の薬剤検証に使用することは、コスト
を大幅に削減する可能性があります。これは、シミュレーショ
ンを実行し、さらなるテストの最適候補選択によって、実世界
での詳細な反復が必要なケースを最小限に抑えることができ
ます。

公衆衛生の向上
生成AIは、より良い治療法や疾患の治療法を加速すること
により、公衆衛生を大幅に改善する可能性があります。大量
のデータを分析して学習し、よりターゲットを絞った効果的な
治療法が開発され、直接患者に利益をもたらし、それに伴い
社会全体に恩恵が及ぶことができます。

コラボレーションの促進
生成AIは、研究グループ間での改善されたコミュニケーショ
ンと知識共有を促進することができます。さまざまなソースか
らのデータを処理して理解することができ、データの隔離を
破り、実験における協力と革新の新しいチャンスを得られます。

ライフサイエンス・ヘルスケア業界の生成AI活用のすゝ め
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専門家のエンパワーメント
反復的なフィードバックから学び、適応する能力を持つ生成
AIは、さまざまな領域専門家における実現手段となります。
新しいトレーニングデータを追加することで、領域固有のモ
デルを継続的に改良します。この反復的な改良により、モデ
ルの精度、有用性、およびユーザーの特定の専門的ニーズ
に対する関連性が高まります。このように、生成AIは、専門
家の仕事とともに進化するオーダーメイドな高精度ツール
を提供することで、領域専門家に力を与えることができます。

医療モデル開発の効率化
生成AIは、複雑で厳しく規制された医療業界におけるモデ
ル開発を簡素化するのに役立ちます。直感的なUI設計と
自動化プロセスに重点を置くことで、生成AIはUIの障壁
を最小限に抑え、専門家がモデルを洗練し改善するために
より利用しやすくします。その結果、医療分野におけるモデ
ルの効果と精度が向上し、より効率的な結果をもたらします。

整合性の向上
生成AIは、AIシステムが試行錯誤によって意思決定を学ぶ
機械学習の一種である強化学習技術を活用して、アウトプッ
トを検証し改善します。このプロセスにより、幻覚や作り話、
曖昧さ、口語の誤用など、AIによくある課題の緩和に役立
ちます。その結果、AIの信頼性が高まり、専門家により正
確なモデルと予測が提供されるため、AIの能力がユーザー
要件に対してそのうちに整合することが可能となります。

モデル作成の民主化
（知識領域モデルの開発）

生成AIは強化学習により、技術スタッフを必要と
せずにユーザーインターフェース（UI）のハードル
を取り除くことができます。

課題／機会
ライフサイエンス・ヘルスケア業界のための新しい
モデルの開発には、データの探索、特徴エンジニ
アリング、モデルのトレーニング、評価を実行する
ために高度な技術的習熟が従来から変わらず必要
です。モデルトレーニングに必要な手順には、ユー
ザーフレンドリーなインターフェースが欠けている
ことが多く、広範な技術的バックグラウンドを持た
ない医療従事者や領域専門家にとってアクセシビ
リティの課題が発生します。同時に、モデルのアウ
トプットの品質と関連性は、領域の専門知識と実
践的な経験に大きく依存しています。技術的習熟と
領域知識の間のこの障壁を克服することは、ライフ
サイエンス・ヘルスケア業界分野でAIの能力を引
き出すための主な障害となっています。

ライフサイエンス・ヘルスケア業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

信頼性
幻覚や思い込みが誤った手順の実行や不適切
な試薬や装置の使用を引き起こし、不正確な
実験やリソースの非効率的な使用につながる

可能性があります。特に医療や製薬の研究所では、不正確な
情報がコンプライアンスや規制の問題につながる可能性があ
ります。

透明性
生成AIを使ったシステムには、データ準備段階
を含むデータエンジニアリングパイプラインに
透明性を提供するツールが組み込まれます。こ

の本来の透明性により、組織内でAIの機能を理解し、アウト
プットの正確性と信頼性に対する信頼獲得ができます。これ
はAIのユースケースの重要な要素であり、システムの責任を
示し、組織全体での受け入れを促進するための重要な役割
を果たしています。

期待できるメリット

組織の知識アクセス強化
生成AIは、従業員の退職による組織の知識の喪失を減らし、
組織全体でドメイン特有の知識に適宜アクセスできます。

開発スループットの向上
この領域の専門家は、モデルの自己完結型な実験や開発を
推進することができます。自然言語での生成AIのアウトプッ
トを利用し、最適な手順や試薬、装置、技術に関するインサ
イトを総合的かつ利用しやすい形式でまとめることで、開発
スループットを向上させることができます。

コスト管理
このモデル開発のアプローチにより、従業員はモデル実験に
参加することができ、MLOpsや技術スペシャリストに関連す
るコストを削減することができます。

ライフサイエンス・ヘルスケア業界の生成AI活用のすゝ め
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新しいプロセスの生成
歴史的なデータと科学的原則を活用することで、生成AI
は、新しい実験設計、より効率的なプロセス、あるいは
試薬や装置の代替的な使用法を提案でき、研究手順にお
けるイノベーションを促進することができます。

データ分析と解釈
生成AIは、研究所のプロトコル、装置の仕様、以前の実
験設計、試薬の使用法、技術からデータを分析し、研究
所における手順と原則について全体的な理解をするため
に使用します。

研究手順の最適化
（実験設計）

生成AIは、手順のテンプレートやベストプラクティ
スに関する推奨事項（例：試薬、装置、技術）作
成に使用できます。

課題／機会
研究者、技術者、マネージャーを含む研究所職員
は、科学的知識が急速に進化する中で、最新の手
順テンプレートを維持し、ベストプラクティスを一
貫して適用するという課題を抱えています。これら
の課題は、実験や分析において非効率、エラー、
不一致を引き起こす可能性があります。また、キュ
レーションされた推奨事項を集約した情報源がな
い場合、さまざまな試薬、装置、技術の調達や比
較に時間とリソースが浪費する可能性があります。
これらの課題は、生成AIが研究のプロセスを合理
化し、強化が必要となっています。

ライフサイエンス・ヘルスケア業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

堅牢性と信頼性
実験設計において、複雑な構造やプロセスの多
様なテキストと画像を組み合わせることは複雑
さを増します。このような多様で複雑なデータ

を解釈し正確に表現することは困難であるため、実験の設計
や実行において、実行・実現不可能、または非効率的な設
計となる危険性が高まります。これらの課題は、実験の設計
や実行において誤りが発生し、失敗したり信頼性の低い結果
が生じたり、不要な時間やリソースを費やす可能性があります。

アカウンタビリティ
誤った設計の提案があった場合、責任を問われ
る可能性があります。不正確な設計とその潜在
的な結果に誰が責任を負うかを決定すること

は重要です。人間の監視とシステムの検証の役割は明確に定
義する必要があります。

説明可能性
実験設計においてAIを適用する場合、アカウン
タビリティに関連する課題が生じる可能性があ
ります。結果に基づく科学的または学術的な論

文を発表する場合、著者はAIによって推奨された設計の方
法論を適切に説明する必要があります。しかし、一部のAIモ
デルがブラックボックスの性質を持つため、その方法論は本
質的に複雑であることがあります。

期待できるメリット

効率性
生成AIは、データ分析を合理化し、手順の統合を加速し、即
座のベストプラクティスを提案し、実験設計に必要な時間と
労力を削減ができます。

低コスト化
実験設計に必要な時間が短縮されることで、実験の全体的
な運用コストを削減することができると同時に、スループット
を増やすことができます。

ライフサイエンス・ヘルスケア業界の生成AI活用のすゝ め
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テキスト処理
生成AIは、数千ページに及ぶ規制文書から特定の目的
のための規制を抽出でき、コンプライアンス実現を迅速
化できます。

法的サポートエコシステムの変革
生成AIが面倒で細部重視の規制テキスト処理プロセス
を担当することで、第三者の法的およびコンプライアンス
サポートの必要性も相応に減少することがあります。

財務リスクの緩和
生成AIを規制コンプライアンスに使用し、コンプライアン
ス違反に関連する潜在的な財務リスクを大幅に低減でき
ます。

ルールの明確化
（自動規制準拠）

生成AIは、複数の地域からの大量規制文書を処
理し、コンプライアンス強化のサポートに使用でき
ます。

課題／機会
各地域で刻々と変化する規制への対応は、製薬企
業にとってコストと時間のかかるプロセスです。法
的支援に多額の投資をしても、規制遵守は難しい
のです。どの試みにせよ、コンプライアンス違反に
伴う罰金は高額となります。

ライフサイエンス・ヘルスケア業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

アカウンタビリティ
生成AIモデルは、解釈が困難なアウトプット
を作成する可能性があり、アウトプットの検
証、規制当局に推論の理由を説明することが

困難になる場合があります。

プライバシー
規制当局は異なる場合がありますが、個人の
健康情報に関するデータプライバシーは依然と
して優先されるべきです。匿名化されていない

データが漏洩し、不適切に開示される可能性があります。

信頼性
規制文書からコンプライアンス要因を抽出する
ためにトレーニング済生成AIモデルは、正確に
見える情報を出力する可能性がありますが、そ

れは幻想である場合があります。そのため、人による検証は
信頼性に関するリスクを軽減する上で重要な要素となります。

期待できるメリット

コスト削減
規制文書の処理に生成AIを使用することで、時間のかかるタ
スクを人間が行う必要がなくなり、コンプライアンス順守コス
トを削減することができます。

成長の糧
生成AIの処理能力により、地理的に規制コンプライアンスが
追跡可能になると、組織はグローバルにビジネス拡大するこ
とが可能となり、自信を持って事業展開することができます。

ライフサイエンス・ヘルスケア業界の生成AI活用のすゝ め
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需要予測の精度
生成AIは、高度な機械学習アルゴリズムを採用すること
で、供給と需要のバランスを大幅に向上させることができ
ます。財務、調達など多様なソースからのデータを取り込
み、分析することで、モデルは精緻な予測を生成すること
ができます。この横断的なデータ利用は、深層学習の能
力を活用して、従来の方法では見逃される可能性のある
パターンやトレンドを特定することができます。そのため、
商品不足のリスクを軽減することができます。

地域別の予測
生成AIは、複数の変数や地域的要因を組み合わせる能
力により、予測を新たなレベルに引き上げます。モデルは、
地理的特性や病気の発生率データ、社会経済的および物
流的要因を統合し、高精度のマイクロマーケット特有の
需要予測を生成できます。これは、複雑な環境や状況か
ら理解し、学習できるシステムの文脈学習能力によって可
能になっています。

優れたサプライチェーンに向けて
（需要予測と価格最適化）

生成AIは、サプライチェーン管理に関連するデー
タセットを横断的に使用することができ、供給と需
要の予測の精度を高めるのに役立ちます。

課題／機会
製薬企業がサプライチェーンを最適化し、市場の
需要により良く対応しようとしても、それを妨げる
さまざまな要因があります。商品不足は患者に対
して負の健康影響をもたらす可能性がありますが、
腐敗しやすい商品の輸送遅延や在庫過剰は、利益
を損なうことがあります。一方、病気の発生率にお
ける地理的な格差について、分析や管理が困難で
す。これらすべては、天候、交通パターン、倉庫の
コスト、期限切れの薬剤を廃棄する必要性など、
従来のサプライチェーン管理関連の問題で生じて
います。

ライフサイエンス・ヘルスケア業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

信頼性
生成AIのアウトプットは、ますます正確になっ
ていますが、リスクの軽減を確保するために人
による検証は必要です。AIの高度な能力にも

関わらず、潜在的なエラーを回避し、AIの推奨が現実の制約
と一致していることを確認するために、人による確認が必要
です。

アカウンタビリティ
モデルを信頼するためには、サプライチェーン
管理者が需要や供給の見積もりをどのように
計算したかを理解する必要があります。明確で

解釈可能な出力は、AIによる意思決定をより透明にし、信頼
を醸成し、サプライチェーンの運用においてこれらの高度な
技術のより広範な採用を促進することができます。

期待できるメリット

ネットゼロに向けて
生成AIによってもたらされる精度と効率は、組織の持続可能
性目標に大きく貢献することができます。需要と供給を効率
的に調整するAIの最適化能力によって、過剰生産や不必要
な輸送を避け、廃棄を最小限に抑え、カーボンフットプリント
を削減することができます。

効率性が利益をもたらす
生成AIの導入により、患者への提供価格の低下、収益増加、
保険会社や政府に波及する財務上の利益獲得の可能性があ
ります。これは、AIが最適化された、費用対効果の高いサプ
ライチェーン戦略を作成する能力によって実現され、資源の
節約や利益の向上につながります。

ライフサイエンス・ヘルスケア業界の生成AI活用のすゝ め
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生成AIの活用による最大の潜在的な価値は、 
デジタル化を通じた効率の向上にあります。

データに富んだテクノロジー、メディア、
通信（TMT）業界は、さまざまな課題
に直面しています。テクノロジー・メディ

ア・通信業界は、デジタル化の機会を持っている
一方で、膨大な情報を管理・分析することに対す
る課題も抱えています。テクノロジー・メディア・
通信業界は、AIを活用して手作業の作業量を減ら
したり、効率を改善したりすることで、成功を収め
ています。一部の企業はAIの成熟度が高く、AIを
活用したビジネスの改善に取り組んでいますが、
その一方で、まだAIの活用を始めたばかりの企業
もあります。生成AIは、AIの成熟度の異なるテク
ノロジー・メディア・通信業界がデジタル変革を
加速し、全く新しい能力とビジネス成果を生み出
すことを可能にする技術です。

生成AIの活用による最大の潜在的な価値は、デジ
タル化を通じた効率の向上にあります。これにより、
組織は製品中心から顧客中心への転換が可能と
なります。生成AIを使用して構造化および非構造
化の企業データからインサイトと相関関係を抽出
することで、顧客の需要に合わせた商品・サービ
ス提供を実現し、運用の柔軟性と生産性を向上さ
せ、テクノロジー・メディア・通信業界の運営方法、
製品の開発、顧客の関与を変革することができま
す。生成AIの取り組み事例は既に明らかで、より
効果的なマーケティングキャンペーンの作成、コ
ピーライティングとリサーチの加速、新しい製品コ
ンセプトの導出、ソフトウェアエンジニアリングのサ
ポートなどが挙げられます。既存のAIエコシステ
ムに統合することで、ビジネスは顧客向けのさらに
カスタマイズされたコンテンツを作成し、特定の

ユーザーに対して広告を設計・配信し、大規模な
翻訳ができます。これにより、新しいビジネスを生
み出し、カスタマイズされた製品やサービスに対す
る顧客の期待に応えることができます。

テクノロジー・メディア・通信業界の生成AI活用のすゝ め
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新しいビジネスチャンスはしばしば新たな課題をもたらし、 
生成AIに関連するリスクと複雑さは重要であることがあります。

生成AIは、リスク管理プロセスにおいても重要な
ツールとして活用されることがあります。リアルタ
イムのネットワークデータを分析することで、生成
AIは同時に、連続的に異常やパターンを検出し、
不一致をキャッチし、原因を分析できます。重要な
ハードウェア、ソフトウェア、およびデータレイクの
接続性を監視することで、生成AIを活用するシス
テムは、ネットワークやインフラの不規則性を検出、
分析し、応答の仕組みを自動化することができます。

新しいビジネスチャンスはしばしば新たな課題をも
たらし、生成AIの利用は大きなリスクと複雑さを
伴う可能性があります。さらに、AIに関する世界的
な規制環境はまだ変動中であり、テクノロジー・
メディア・通信業界には政府の規則動向を予測し、
生成AIを含むAIプログラムに不可欠なガバナンス
とコンプライアンスのプロセスを実施するという課
題があります。それでも、課題やリスクはあるもの
の、テクノロジー・メディア・通信業界は顧客に
焦点を当て、プロセスを効率化・加速化し、人材
を創造的で価値を生み出すタスクに充てることで、
企業成長、イノベーション、成功を支援する変革的
なチャンスがあります。

テクノロジー・メディア・通信業界の生成AI活用のすゝ め
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カスタマイズされた顧客セルフサービス
生成AIを会話型AIと組み合わせることで、顧客の好み
に合わせたローカル言語でカスタマーサポートを提供す
ることができます。バーチャルなトラブルシューティングに
より、顧客体験をパーソナライズし、バーチャルアシスタン
トによる製品の推奨や顧客満足度を高めるオファーの生
成も可能です。

インタラクティブなQ&A
販売前後の一般的な顧客の問い合わせに対し、カスタマ
イズした応答を自動的に行うことで、顧客の対応時間を
短縮し、コスト削減を実現することができます。

対話要約
顧客との対話後、CSAが対話概要を文書化する必要が
あります。ビジネスにとって重要な作業ですが、CSAの後
処理時間を増やし、時間とコストがかかる作業となってい
ます。生成AIを使用することで、このプロセスは瞬時に
完了するようになります。

カスタマーサービスのための 
会話型チャット
（バーチャル音声顧客アシスタント）

生成AIを活用した音声アシスタントにより、顧客
の問題をより迅速かつ企業のポリシーや基準に
沿って解決でき、顧客満足度を維持または向上で
きます。

課題／機会
顧客サポートにおいて、顧客ケアに関連する高い運
用コストがしばしば発生します。これは、顧客サー
ビス担当者（CSA : Customer Service Agents）
が大量のケースを処理しているためであり、解決策
は単純で自動化できる場合でも、手作業で行われ
ています。従来のチャットボットは、事前にプログラ
ムされた対話に依存しているため、顧客が尋ねる
可能性のある全てを網羅的に回答を用意するのは
困難です。生成AIによって強化したバーチャル音声
顧客アシスタントは、会話、CSAの能力、そして知
識管理の継続的な改善に関する課題を克服するこ
とができます。

テクノロジー・メディア・通信業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

信頼性
モデルは非常に正確である場合がありますが、
誤った情報や不完全な情報をアウトプットとす
る可能性もあります。これは、チャットボットによ

る顧客のネガティブな体験を引き起こす可能性があります。そ
のため、幻覚の可能性を限定的にするために、AIのライフサ
イクル全体での人による検証とリスク軽減が必要となります。

堅牢性
カスタマーサービスの要素を自動化することで、
能力とスピードを向上できますが、生成AIを活
用したチャットボットの展開と運用において顧

客サポートの品質を維持することが重要です。展開された
バーチャル顧客アシスタントは、すべての地域で同じように
パーソナライズされ、共感的なサポートをするために十分に
堅牢である必要があります。

期待できるメリット

コスト削減
CSAの業務負荷が軽減されることで、複雑な業務や付加価
値を生み出す業務に要員再配置することができます。

リアルタイムでの音声AIの改善
顧客は、技術的用語や企業固有用語、そして人間の意図や
感情を理解するチャットボットと自然な言葉でやり取りするこ
とができます。

ナレッジ管理
バーチャルエージェントは、メモを要約し、新たな回答内容
に基づくように、参照情報をアップデートできます。

テクノロジー・メディア・通信業界の生成AI活用のすゝ め
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継続的なコンテンツ開発
リリース後、開発者は迅速に、拡張パックやマイクロトラ
ンザクション、季節限定のコンテンツやダウンロード可能
なコンテンツ（例えば、新しいキャラクターや武器、スキ
ンなど）として、新しいゲームアセットを生成して展開す
ることができます。開発者は、テキストのプロンプトを使
用して、現在のゲームやコミュニティの要望に合わせて、
新しいコンテンツを生成し、それらのアセットを既存の
ゲームにアップロードできます。

ゲーマー向けの生成AI
（ゲームコンテンツ開発）

開発者は、ユーザーコミュニティの要望や興味に
合わせて、新しいアセットやコンテンツを追加し、
ゲームを維持および更新するために、生成AIを活
用できます。

課題／機会
ゲーム開発には、大量の時間、リソース、そして資
金が必要です。AAAタイトルには数千万ドルの開
発費用がかかり、開発期間に数年かかる場合があ
ります。プレイヤーがますます複雑なゲーム、リリー
ス後のサポート、そしてより頻繁なコンテンツの更
新を要求するにつれて、これらのコストはさらに上
昇するでしょう。生成AIは、開発効率を向上させる
ことによってコストを削減する機会を提供し、同時
にプレイヤーの要求にも応えることができます。

テクノロジー・メディア・通信業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

責任を負うこと
第三者データでトレーニングされたモデルから
生成されたコンテンツは、十分な変化点がない
と判断されると、著作権侵害の引き起こす可能
性があります。

セキュリティ
ゲーム内でのプレイヤーのインタラクションによ
り、その個人を特定可能な情報がモデルに組み
込まれる可能性があります。これは、サイバー

セキュリティと規制遵守に関するリスクを増大させます。個人
特定可能な情報（PPI）を収集することは、無意識的なもの
であっても、組織に対してそのデータがアクセスされ、転送さ
れ、保存される際にセキュリティを確保する義務が生じます。

公正性と公平性
生成されたデジタル資産は、フィードバックを
提供するユーザーグループや特定の地域に住
むユーザーグループを過度に重視する可能性

があります。このような入力データの不均等なサンプリングは、
生成されるデジタル資産に偏りを生み出し、一部の顧客が見
過ごされる結果、機会と収益の損失を引き起こす可能性があ
ります。これは、テクノロジー企業がデータを扱う際に、ユー
ザーの多様性を考慮し、全てのユーザーグループを等しく取
り扱う重要性を強調しています。

期待できるメリット

より高い効率性による創造性の向上 
ゲームコンテンツの作成プロセスを自動化することで、開発
者はより創造的なゲームデザインに取り組む余裕が生まれ、
新しい革新的なアイデアを探求することができます。

ゲームへの没頭
コミュニティの要望や既存の人気アセットに基づいて、より没
入感のある、コントロール可能な、レスポンシブな、魅力的
でユニークなゲーム体験を提供することは、プレイヤーのラ
イフタイムバリューに直接的に影響を与えます。

新たな収益の創出
人の関与を最小限に抑えてアドオンコンテンツを生成できれ
ば、最小の投資で新たな収益の流れを生み出すことができます。

テクノロジー・メディア・通信業界の生成AI活用のすゝ め



127

テキ
スト

ビデオ

3D
／
特
定
分
野
特
化

音声
コード

画
像

コード

テキ
スト

プロセスの
効率化

03

05

04

06

02

01
生成AIがどのように役立つのか

プログラムのドキュメンテーション作業の削減
生成AIを使用することで、プログラムをレビューし、簡潔
で人間が読みやすい形式の出力要約とアプリケーション
のドキュメントを作成することができます。また、重要な
コードブロックを自動的に取得し、説明や要約のための
コメントを追加することもできます。

複数の関係者向けに要約を準備する
プログラムの要約は、ビジネスアナリスト、プロダクトマ
ネージャー、ステークホルダーなど、非技術的な関係者
向けに自律的に生成することができます。

自然言語の説明からコードを生成
非技術的な関係者、例えばビジネスアナリストやプロダ
クトマネージャーなどからの構造化された説明（例えば、
ビヘイビア駆動開発）からコードを作成することができ、
手動でゼロから書く必要がなく、開発までの時間を短縮
し、効率と生産性を向上させることができます。

注釈の自動化
（プログラムの要約化とドキュメンテーション）

プログラムの要約化とドキュメンテーションの自動
化により、開発者はより高い価値のあるタスクに集
中することができ、技術的および非技術的なステー
クホルダーに対してコードの説明が可能になります。

課題／機会
リソースの移行、時間の制約、およびサイロ化され
た担当者知識により、十分にコメントが付いて構造
化された状態でプログラムコードを維持・管理す
るのは困難でした。この作業は、プログラム開発に
おいてしばしば優先順位が低くなります。プログラ
ムの複雑さと不十分なコメントにより、既存のプロ
グラムを改修するプロセスが遅くなることがありま
す。さらに、明確なプログラムのコメントや要約が
ない状態で、開発チーム全体での十分なコミュニ
ケーションをしない場合、各開発者がコードの一部
分しか知らないという知識のサイロ化につながる
可能性があります。

テクノロジー・メディア・通信業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

信頼性
生成したプログラムに対するドキュメンテーショ
ンには、ビジネスの文脈が抜け落ちる可能性が
あります。生成AIはプログラムの「何を」「どの

ように」について文書化することができますが、「なぜ」につ
いては開発チームが追加する必要がある場合があります。ま
た、プログラムの要約では、プログラムの細かなニュアンスや
相互依存関係を見落とされることがあります。全体像を捉え
るための高度な要約では、他の関連ファイルから得られる洞
察や相互依存性を捕捉することで、要約を見た人がより正確
に内容を理解できるようにする必要があります。

透明性と説明性
ドメイン／開発者固有の変数やコメントは解釈
できない場合があり、不正確な要約やドキュメ
ンテーションにつながる可能性があります。プロ

グラムで使用される明確な名前付き変数やエイリアスは、生
成AIによるドキュメンテーションを改善するのに役立ちます。

期待できるメリット

リソース効率
生成AIを使用することで、開発者は既存のプログラムにコメ
ントを追加する代わりに、コードの作成に集中することができ、
著しい時間の節約ができます。

理解しやすいコード群
生成AIによる要約とドキュメンテーションは、どの開発チー
ムのメンバーでも理解できる一貫した文章スタイルで挿入で
きます。

キャッチアップの改善
要約とドキュメントは、新しい開発者が既存のコードとソフト
ウェアを迅速に理解するのを助け、キャッチアップを迅速化し
ます。

テクノロジー・メディア・通信業界の生成AI活用のすゝ め
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クリエイティブアシスタントツール
生成AIを使用することで、文章の記述でイメージを作成
し、編集を適用することができます。会話形式の編集、テ
キストからテンプレートへの変換、テキストから画像への
変換などにより、ユーザーはコンテンツ作成プロセスの
編集フェーズを迅速化することができます。

写真編集
プロデューサーは、ビデオをテキストに変換する生成AI
を使用して、シーンやコンテンツのタグを評価および作成
することで、映像の管理を自動化することができます。テ
キストからビデオへの変換するコマンド（例：「このシー
ンにもっと雨を加える」）を使用して、編集プロセスを強
化し、加速することができます。

AIによる「撮り直し」
コンテンツ作成者は、俳優と台本の3Dスキャンを使用し
て新しいコンテンツを生成し、映像を変更してより現実的
な特殊効果を作成し、スタジオにて再撮影する必要がな
いように編集を行うことができます。

AIによるコンテンツ作成
（生成AIを使ったクリエイティブツール）

コンテンツ作成は、生成AIツールによって簡便化
され、強化できます。これにより、手動での編集や
時間のかかるコンテンツ管理の必要性が最小限に
抑えられます。

課題／機会
コンテンツ作成者や管理者は、生成、編集、モニタ
リングに多大な時間を要する大量のデータを目の
当たりにしています。ビデオや画像の編集には膨大
な時間とリソースが必要であり、コンテンツ量が多
いため、データ管理や適切なタイミングでのコンテ
ンツ検索に課題があります。そのような中で、コン
テンツ作成者は締め切りに追われ、コンテンツ管
理や編集に高い効率が求められています。

テクノロジー・メディア・通信業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

責任ある運用
生成AIツールは、著作権で保護されている可
能性のある大量のメディアやコンテンツのデー
タでトレーニングされることがあります。その結

果、モデルの出力には、作成者やスタジオの作品やスタイル
に帰属されていない要素が含まれる可能性があり、組織に
とって法的および民事上のリスクを引き起こす可能性があり
ます。

信頼性
生成AIによるコンテンツ作成や編集によるスタ
イルやブランド品質の目に見える変化は、ブラ
ンドやコンテンツへの消費者の信頼を損なう可

能性があります。

プライバシー
悪意のある行為者が基盤モデルやアプリケー
ションにアクセスすると、組織を代表して偽のコ
ンテンツが拡散され、誤情報が生じる可能性が

あります。モデルの所有者は、このリスクを軽減するために強
力なプライバシーやアクセス制御を確保する必要があります。

期待できるメリット

より高い効率性
コンテンツ管理のステークホルダーは、製品ライフサイクル
全体で新しいコンテンツを作成するためにクリエイティブツー
ルを活用することで、効率を上げることができます。

コンテンツ品質の向上
新しいコンテンツを生成することで、人間の創造的なプロセ
スを補完し、より高品質な製品を生み出す可能性があります。

観客に合わせたコンテンツ
生成AIを用いることで、クリエイターは、消費者のトレンドや
興味に基づいたプロンプトでコンテンツをさらにカスタマイズ
できます。

テクノロジー・メディア・通信業界の生成AI活用のすゝ め
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技術仕様の要約
テキストベースの問い合わせに基づき、技術仕様の要約
を生成するAIを使用することで、営業スタッフはどの製
品が顧客要件に合致するかの理解に役立ちます。また、
既存の技術スタックやベンダーに合わせた機能、および
機能の組み合わせを提案することもできます。

ナレッジ管理の更新
生成AIを使用して、営業事例の履歴を更新することで、
将来的に同様の技術的な問い合わせに対して、以前の解
決手順や仕様の要約を使用して対応することができます。

自動化された技術デモ 
デモンストレーションのスクリプトやサンプルを基にト
レーニングすることで、スタッフは特定のクライアントや
ユースケースに合わせた、ソリューションの主要機能や利
点を示すデモを生成することができます。

営業向けの仕様書解釈
（技術営業の知識管理）

生成AIは、営業スタッフによる素早い顧客への技
術仕様提供に役立ちます。また、顧客との対話から
のインサイトを文書化し、要約することも可能です。

課題／機会
営業スタッフが技術的な製品やサービス（例：
SaaS、ハードウェア、デバイス、インフラストラク
チャ、クラウド、データ、分析、AI、IoT）を提案する
際には、その製品やサービスの技術的な理解が必
要です。また、顧客の質問に対する適切な技術仕
様を素早く見つける能力も必要です。しかし、顧客
の質問に対して明確かつ意味のある形で技術仕様
を説明することは、課題となる場合があります。

テクノロジー・メディア・通信業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

プライバシー
顧客データ（例：営業事例の履歴、顧客の技
術スタック／ベンダー）は生成AIにて処理され
るため、アウトプットを継続的にモニタリングし、

プライバシーのリスクを軽減するために顧客データを保護す
る必要があります。

信頼性
モデルから得られる情報が一貫して正確で信頼
性がない場合、それは顧客の関心、提供内容
の理解、組織への信頼に直接的な影響を与え

ます。生成AIのアウトプットに対し、人による検証のためのプ
ロセスを確立することが望ましいです。

期待できるメリット

自動化による効率化
技術営業の問い合わせに対しての手作業が削減されること
で、スタッフは顧客のニーズや機会に集中することができます。

顧客に合わせた提案 
返答やデモンストレーションのより高いパーソナライズは、顧客
の営業体験を向上させ、成約につながる可能性が高まります。

他のステークホルダーの活動を支援
生成AIを使用することで、スタッフは営業やマーケティング資
料、特定の顧客やパートナーの質問に対するコンテンツを迅
速に作成することができます。

テクノロジー・メディア・通信業界の生成AI活用のすゝ め
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一貫性のあるコンテンツ生成
生成AIは、会社のマーケティング活動のスタイルを模倣
し、ブランドイメージに即したコンテンツでトレーニングす
ることで、新しい高品質のコンテンツを迅速かつオンデマ
ンドで生成することができます。

アイデア創出と生成
マーケティング部門は、生成AIを活用して、異なるスタイ
ルで複数のコンテンツバージョンを迅速に作成し、最も
魅力的で説得力のある選択肢を特定することができます。

顧客に合わせたパーソナライズされたメッセージ
生成AIを使用することで、組織は異なる顧客や観客に合
わせて、複数バージョンのブランドマーケティングを簡単
に作成することができます。

コンテンツ品質の向上
フレーズ、文法、企業スタイル、企業価値に沿った生成
AIを使用することで、マーケティング資料の文章表現品
質を向上できます。

マーケティングコンテンツの効果増幅
（ブランドイメージに沿ったコンテンツ制作）

生成AIを使用することで、マーケティングコンテン
ツの生成はより安価で迅速かつ効果的に行うこと
ができます。同時に、企業のブランドアイデンティ
ティも保持できます。

課題／機会
複数の製作者がマーケティングやビジネスコンテン
ツに関与する場合、トーンやブランド価値に関する
品質や一貫性の問題がしばしば発生します。製作
者は製品のプロモーションと洞察力を持ったリー
ダーシップを一貫してバランスさせることに苦労し
ています。そのため、ブランドイメージに沿ったコン
テンツ制作活動は、組織やそのリーダーの専門的
な権威を確立するコンテンツを生成するために、長
期的なコミットメントと多額の時間と費用の投資が
必要です。残念なことに、ブランドイメージに沿っ
たコンテンツ制作に対する投資対効果の測定は困
難です。なぜなら、その影響自体が複雑で定量化
が困難だからです。

テクノロジー・メディア・通信業界の生成AI活用のすゝ め
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マーケティングコンテンツの効果増幅

リスク管理と信頼の促進

透明性
個人から収集、もしくは購入したデータをもと
にカスタマイズされたパーソナライズ広告は、
消費者が自分たちのデータに対して広範なアク

セスが可能であることを認識すると、ブランドの評判や消費
者の企業への信頼に潜在的な損害を与える可能性がありま
す。この結果を軽減する方法の1つは、データ収集および使
用ポリシーが透明で、消費者に意味ある形でに伝えられるよ
うにすることです。

責任
生成AIシステムによって生成されたコンテンツ
は、人間によって生成されたコンテンツと同じ
保護の対象にならない場合があります。企業は、

生成AIのトレーニングに使用されているコンテンツの著作権
に注意する必要があります。

セキュリティ
ブランドデータが生成AIのトレーニングに使用
される場合、機密情報や知的財産が競合他社
に漏洩する可能性があります。企業は、自社の

独自情報が安全に保存、転送、および使用されるようにし、
また、生成AIのアウトプットをモニタリングし、保護された情
報が漏洩されていないことを確認する必要があります。

期待できるメリット

インスタントマーケティング
企業は、必要に応じて複数のドラフトを反復しながら、ブラン
ドと顧客により適した無限のコンテンツを作成することがで
きます。

時間とコストの節約
生成AIシステムがコンテンツを即座に生成するため、人間の
スタッフはより高度な編集者の役割にシフトでき、マーケティ
ング部門の人材を他のタスクに再配置することが可能になり
ます。

マーケティングの多様性
さまざまなフォーマット、スタイル、トピックで簡単にコンテン
ツを作成できるため、企業は顧客にアプローチする方法につ
いてより柔軟性を持つことができます。また、マーケティング
のトレンドにより迅速に適応することも可能になります。

テクノロジー・メディア・通信業界の生成AI活用のすゝ め
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カスタムローカライゼーションと 
品質保証のためのツール
生成AIを使用することで、複雑なファイルタイプを整理・
管理し、翻訳前にコンテンツを分析してローカライゼー
ションを最適化し、用語集、語彙データベース、および言
語ツールをワークフローに組み込むことができます。

業界全体にわたるコンテンツパーソナライゼーション
AIによるコンテンツパーソナライゼーションは、エンゲー
ジメントの向上、ブランドロイヤルティの構築、およびコ
ンバージョンの向上によって、ローカライゼーションの取
り組みを強化することができます。

翻訳も含めたの音声認識
生成AIを活用することで、音声ユーザーインターフェース
（VUI : Voice User Interface）を可能にし、ビデオや
音声コンテンツをテキストに変換し、同時に話されたコン
テンツをターゲット言語に翻訳できます。

大規模な多言語翻訳
（コンテンツのローカライゼーション）

生成AIを使用することで、テキストや音声を各国
の言語に翻訳して変換することにより、グローバル
でコンテンツを迅速かつ簡単に規模拡大すること
ができます。

課題／機会
大規模でのコンテンツ作成と翻訳の能力は、多国
籍企業にとって競争上の差別化要因となる可能性
がありますが、大量の時間とリソースを必要とする
ことがあり、迅速でオンデマンドの翻訳は難しい場
合があります。

テクノロジー・メディア・通信業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

公正性と公平性
コンテンツパーソナライゼーションに使用され
るデータの偏りは、特定の顧客グループに対し
て不平等で不公正なレコメンデーションとなる

可能性があります。さらに、AIアプリケーションは、主要な言
語のデータセットでトレーニングされることが多いため、生成
AIは主要でない言語や方言に対して精度が低くなる可能性
があります。

透明性とアカウンタビリティ
翻訳によってメッセージやトーンが変わること
があり、テキストや音声の生成、およびコンテン
ツ全体の品質に悪影響を与える可能性があり

ます。ローカライゼーションにあたり、メッセージが元の意図
と一致するように確認する必要があります。

期待できるメリット

翻訳作業の強化
生成AIを使用した翻訳プロセスは、速度、精度、およびスケー
ラビリティの向上をもたらすことができます。

顧客体験の向上
生成AIによって可能になる高品質で迅速な言語対応は、高
品質の顧客体験を促進します。

品質の確保
組織は生成AIを活用し、より正確な自然言語処理を行うこと
で、デジタル資産のローカリゼーションの品質保証を自動化
することができます。

テクノロジー・メディア・通信業界の生成AI活用のすゝ め
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ネットワークオペレーションとメンテナンス
ネットワーク技術者は、生成AIを活用して、顧客ネット
ワーク問題の解決策を検索し、トラブルシューティングを
加速することができます。内部データベースや顧客チャッ
ト履歴からの拡張検索、生成、および要約は、ネットワー
クエンジニアのための推奨解決手順と説明を生成するこ
とができます。

ネットワーク最適化
生成AIは、技術者がネットワークの振る舞いを理解し、
ネットワーク容量計画とパフォーマンスをサポートするア
クションプランを作成するのに役立ちます。これにより、
従来は高度な報告、分析、および現地訪問が必要だった
ネットワークの計画と設計に役立ちます。

外出先での技術サポート
（ネットワークメンテナンス）

生成AIによるシミュレーションは、ネットワークメ
ンテナンスのスピードと効果を促進し、現場技術
者がネットワークの問題の原因を迅速に特定し、
解決を支援することができます。

課題／機会
現場で作業する場合、ネットワーク技術者は、ネッ
トワークの問題や障害を解決方法を見つけるため
に、何千もの文書や手順を参照する必要がありま
す。これらの情報にアクセスできない場合、解決が
遅れ、業務が妨げられ、顧客満足度が低下する可
能性があります。

テクノロジー・メディア・通信業界の生成AI活用のすゝ め
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リスク管理と信頼の促進

信頼性
生成AIが事実に反する情報を出力する可能性
があるため、ネットワークのトラブルシューティ
ングが生産的でなくなったり、ネットワークの運

用に新たな問題が発生する可能性があります。

責任とアカウンタビリティ
ネットワークの問題を迅速に解決することが重
要であるため、人がネットワーク問題のオー
ナーシップを持ち、自分自身の判断力とドメイ

ン理解を用いて、生成AIのレコメンデーションや最適化計画
を補完することが重要です。

期待できるメリット

効果の向上
生成AIを使用することで、不具合の原因を明確にすることが
でき、是正措置を効率化することができます。これらのことは
すべて、顧客満足に向けた取り組みにつながります。

パーソナライズされたサポート
顧客の問い合わせ、関連文書、および以前のアクション内容
に迅速にアクセスできるため、ネットワーク技術者は顧客ニー
ズにより適合したサポートを提供することができます。

テクノロジー・メディア・通信業界の生成AI活用のすゝ め
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反復的なチップ設計
生成AIは、複数の性能指標を通じて設計を「競争」させ、
新たなチップ設計を生成し、その性能を評価・改良する
ことができます。新しい改良サイクルごとに、過去のサイ
クルの中で最も優れた性能を発揮した設計からの学び、
チップのパラメータが調整されます。これらのモデルは、
既存のチップレイアウトに基づいてトレーニングされ、そ
のパターンや制約を学び取り、特定の設計要件を満たす
新たなレイアウトを生成します。

チップイノベーションの向上
（半導体チップの設計と製造）

生成AIは、複数の性能指標に対して、設計を「競
争」させ、チップ設計を反復的改良させるために
使用できます。

課題／機会
より強力な半導体チップの需要が増加する中、設
計の複雑さが増しています。半導体のサイズが縮小
し続ける一方で、密度スケーリングが課題となって
おり、常に小さくなるチップにアップグレードされた
機能を収めるために工夫が求められています。

テクノロジー・メディア・通信業界の生成AI活用のすゝ め
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セキュリティ
今までにない設計が生成されることにより、生
成AIによって生成された専用チップの設計や
技術仕様に対する知的財産の漏洩やデータ侵

害のリスクがあります。これは、企業の競争優位性を著しく損
なう可能性があります。これを防ぐための厳密なセキュリティ
プロトコルが必要です。

責任
設計に生成AIを使用する場合、組織は、製品
化されるチップの設計の著作権や特許を確保し、
知的財産を保護する方法を考慮する必要があ
ります。

アカウンタビリティ
複雑なシミュレーションプロセスにおいて、モデ
ルがシナリオや設計を最適と判断した理由を理
解するための能力が組織としては必要です。設

計検証には、ユーザーや関係者がアウトプットの理由を理解
できる必要があります。

期待できるメリット

コストと時間
開発ライフサイクルを短縮することで、企業は総開発コストを
削減することができます。

新しいアイデアの創出
生成AIは、消費電力、パフォーマンス、場所、および製造可
能性などの特定の基準に基づいて、パフォーマンスを最適化
する今までにない設計の発見に役立ちます。

テクノロジー・メディア・通信業界の生成AI活用のすゝ め
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仕様の要約と検索
生成AIは、特定の情報を求めるテキストベースの問い合
わせに基づいて技術仕様の要約に使用できます。これに
より、どの製品が顧客の要件を満たすかを理解するのに
役立ちます。また、顧客の既存技術スタックやベンダーに
合致する機能、もしくは機能の組み合わせを提案し、将
来の参照のために記事や内部のナレッジベースへのリン
クを提供することもできます。

ナレッジ情報の追加・更新
営業事例の情報を使用して、将来の類似した技術的な問
い合わせに対して過去の解決手順を迅速に要約して回答
できるように、ナレッジ情報を追加・更新することができ
ます。

自動化された技術デモ
生成AIを使用して、特定のクライアントやユースケース
に合わせたソフトウェアデモの作成を自動化することがで
きます。これによりデモスクリプトや対話サンプルでトレー
ニングデータとして使用し、ソリューションの主要機能や
利点を示すデモを生成することができます。

オンデマンドの技術仕様
（フィールドセールスアシスタント）

生成AIは、オペレーションや現場スタッフが迅速
に技術仕様を検索し、解釈し、知識取得すること
を可能にするのに役立ちます。

課題／機会
技術の提供には、技術理解の深さと適切な技術仕
様を迅速に見つける能力が必要です。技術的な仕
様を解釈し、顧客の技術的な質問に対応する場合、
オペレーションやフロントラインスタッフは内容を
解釈し、顧客に効果的に伝えることに苦労すること
があります。問題の1つは、顧客が求めている仕様
と回答を含む、膨大な量の非構造化情報とナレッ
ジ文書を探索する手間がかかることによるものです。

テクノロジー・メディア・通信業界の生成AI活用のすゝ め
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プライバシー
技術的な問い合わせに対応するために顧客
データが使用されるため、企業は顧客データを
継続的に監視し、保護するための手順を講じ、

生成AIモデルがさまざまな関係者によって使用される際に、
機密情報が漏洩しないようにする必要があります。

信頼性
生成AIは幻覚や事実の不正確さに影響を受け
る可能性があるため、アウトプットとそれに基づ
く意思決定に対する信頼性を確保するためには

人による確認が必要です。また、生成AIから派生した情報
（例：仕様の要約、デモ）の正確性と信頼性を確保するため
の検証プロセスが必要です。これは、顧客の質問に直接影響
を与え、それに伴い、販売と顧客満足度に直接影響を与えます。

期待できるメリット

顧客への迅速な回答
生成AIが技術仕様を迅速に参照して要約ができると、技術
的な営業問い合わせに対応する際、オペレーションやフロン
トラインスタッフの手間が減ります。

顧客に合わせた対応
より顧客に合わせた対応やデモを提供することで、企業は顧
客体験を改善し、受注可能性を高めることができます。

営業支援
生成AIを使用して、個別のの顧客やパートナーの質問に対
応し、販売とマーケティングプロセスをサポートするコンテン
ツを作成することができます。

テクノロジー・メディア・通信業界の生成AI活用のすゝ め



生成AIから最大の価値を得るために
まだ生成AIの初期段階にあるとはいえ、技術は急
速に成熟しています。このようなAIがビジネスにど
のように貢献し、変革的な機会を提供できるかを
探求するため、あらゆる業界の組織が取り組むこ
とになるでしょう。そのため、生成AIを理解し、活
用するためには、将来のビジョンを形成することが
重要であり、期待できるメリットとリスクの両方を
認識する必要があります。

この生成AI活用によって実現する時代において、
ガバナンスとリスクの軽減はビジネス上の必要条
件です。従来のAIに関する組織が直面する課題は、
この新しい領域ではさらに増幅されます。生成AI
の信頼できる開発と利用に対するコミットメントは、
機能が向上し、ガバナンス機関がその適用ルール
を形成するにつれて、ますます重要になるでしょう。

しかし、生成AIの導入を待つことにもリスクがあり
ます。この文書に記載されているそれぞれの取り組
みは、この強力な生成AIの技術が今日の企業を改
善し、将来をリードするための準備にどのように活
用できるかを探求するための出発点です。
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